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は
じ
め
に

　内水面は、アユ、ウナギ等和食文化と密接に関わる水産物供給の場として、釣りや
自然体験活動を通じて自然と親しむ機会を国民に提供するなど、豊かな国民生活の形
成に大きく寄与しています。
　本事業は、令和５年度の漁業権の一斉切替えを見据え、効率的な内水面漁場の管理・
活用を実現するため、先進的な取組をモデル事業として支援し、その取組を全国へ展
開することを目的として、令和元年度に開始しました。
　令和元年度及び令和２年度は、先進的な取組の実践、評価を行い、令和３年度以降は、
前年度までに実施した取組の中から、より効果が見込める３つの取組（電子遊漁券の導
入、ゾーニング管理、釣り人等と連携した漁場管理）を集中的に支援することとしました。
　中でも、電子遊漁券導入の取組は、新しい漁場管理の手法として人気が高く、その
波及効果もあって、今や電子遊漁券を導入した地域は、全国の内水面漁協の３割を超
える程に広がってきています。
　電子遊漁券の導入を一つの契機として、インターネットや SNS等を活用した情報発
信が可能となり、新たな遊漁者層を獲得できた、漁協の活動を発信できた等、効果や
手応えを実感しているという声も多く寄せられています。
　また、ゾーニング管理や釣り人等と連携した漁場管理についても、組合員数や遊漁料収
入が減少する課題に対応した取組として、新しいつながりの輪が広がっているようです。
　新型コロナウイルスの蔓延により、私たちの暮らしは一変しました。対面の接触機
会が制限される中、否が応でもデジタル化が進み、働き方、生活様式等の多様化が加
速すると同時に、釣りを含むアウトドア活動の人気も高まりました。この流れを一過
性のものにするのではなく、内水面業界にとっての追い風にしていくことが重要です。
　人はよく知らないことに対して漠然とした不安を感じて躊躇してしまうものです。
しかし、変化に対応しようと時代の潮流を見据えて新たな取組にチャレンジした漁協
からは、「最初は不安だったがやってみて良かった」という声を多数いただいています。
　そんな勇気ある先駆者たちから、本事業に応募したきっかけや事業の活用状況、取
組の成果、その過程で乗り越えた試練、葛藤等リアルな声を集めて、ここに事例集と
してとりまとめました。この事例集を参考に自分たちも新しいことに取り組んでみた
いと思っていただける地域が一つでも多く広がり、内水面漁業の活性化につながるきっ
かけとなれば幸いです。

#やるぞ内水面　#踏み出そう　#一歩前へ
令和５年３月　水産庁　栽培養殖課
内水面漁業振興室長　柿沼　忠秋
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やるぞ内水面に
応募したきっかけ

渓流魚について、放流事業の採算性の評価

をしたところ、もう少し頑張れば経営状況

が良いステージに入ることがわかり、なんと

かしたいと考えていた。

応募のために、まず問題点の洗い

出しや対策案を出していった。

����　愛知県 名倉川漁業協同組合　♯08

����　秋田県 米代川水系サクラマス協議会　♯01

����　岐阜県 益田川上流漁業協同組合　♯05

����　愛知県 豊川上漁業協同組合　♯06

����　群馬県 赤城大沼漁業協同組合　♯03

���� 愛知県 男川漁業協同組合　♯07

����　愛知県 寒狭川中部漁業協同組合　♯09

����　岐阜県 郡上漁業協同組合　♯04

都市部からのアクセスも良く、初心者からお年寄り

まで、誰でも釣りやすい河川なのに、組合のホーム

ページもなく、インターネットを使った広報が手薄だった。

若い人たちを取り込んでいくには、イン

ターネットを使った広報と券の販売が有

効だろうと思った。

電子遊漁券のサイトには、漁協の紹介や釣り場MAP、遊漁者

へのお知らせなどを掲載するページがあり、これを導入すれば、

インターネットでの情報発信ができるようになる。

そういうことで、とにかくやってみようと思った。

新しい活動をしたいと思っていた。

釣り人の人口は 10万人程度。

アウトドアをしているキャンプ層は

100 倍ぐらいの数がいて、釣りに興味が

直接的にはなくても親和性がある人っ

て必ず重なる縁があるはず。 ファミリー層

を取り込もうと考えたら、やってみようかなっていうのが

最初のきっかけです。

ICT の導入については、

若者の獲得のためには必要だなと思っていた。しかし当初は漁

協の役員さんに話してもネットを使ってる方があまりいらっしゃらなかったので、

理解が得られなかった。ところが最近LINE グループを

作って、 いろんな連絡をするようになった。これは便

利だということが契機になって、オンラインで遊漁券を

販売してもいいんじゃないですかっていう話をしたところ、

それは面白そうだねとなった。

新型コロナへの対策が必要

になったことが後押しとなり、

電子遊漁券の導入が決まった。

最近は、電子マネーとかが増えてきたので、

これに合わせてやるのが一番順当だと思った。

電子券を先に買ってきたお客さんが、現金が

無くても動ける様に、それに合わせてやろうということになった。

若い組合員たちが、「これからは絶対電子券が

必要だ」って言ってくれたので、 導入にふみきれた。

解禁日を繰り上げたことで

遊漁者数が急増し、業務負

担の増大が問題になっていた。

ICTを使った漁業監視システムは、

当時はまだどこもやっていなかった

ので不安もあったが、

だからこそ試してみる

意義があると思った。

���� 和歌山県内水面漁業協同組合連合会　♯10

せっかくアマゴの漁業権があるのに売上や顧客数が

本当に少なく、どうにかしたいと思っていた。

鮎だけでなく、ルアーだったりフ

ライであったり、そういう人口も

徐々に増えてきてるっていうのをちょっと

見聞きしてたので、最近はやっぱりそういう

人も取り入れて行きたいと思った。

���� 群馬県 上野村漁業協同組合　♯02

20年くらい前から使っている釣り券の自動販売機の

後継となるものを探していた。

コロナで「非接触」に対するニーズ

もあり、スマホが当たり前の時代に

なっている。電子遊漁券の導入は

トレンドだと思って応募を決めた。

概　
要

「
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
」
は
全
国
の
内
水

面
漁
業
の
活
性
化
を
目
指
す
事
業
で
す
。
令
和
元
年

度
・
令
和
２
年
度
は
、
全
国
の
内
水
面
漁
協
等
の
モ

デ
ル
と
な
る
漁
場
管
理
や
内
水
面
漁
業
・
養
殖
業
活

性
化
の
た
め
の
先
進
的
な
取
組
を
支
援
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
漁
場
管
理
・
監
視
の
た
め
の
効
率
化
・

省
力
化
の
取
組
、
内
水
面
漁
協
が
行
う
事
業
の
安
定

化
（
遊
漁
者
の
増
加
等
）
の
取
組
、
そ
の
他
内
水
面

漁
業
・
養
殖
業
の
振
興
に
係
る
取
組
を
実
施
し
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
効
率
的
な
内
水
面
漁
場

管
理
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
内
水
面
の
漁
連
お
よ
び

漁
協
が
都
道
府
県
と
の
連
携
の
も
と
行
う
取
組
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
、
釣
り
人
等
と
連
携

し
た
漁
場
管
理
）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
は
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
は
漁
場
を
自
然
条
件

と
社
会
条
件
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
区
域(

ゾ
ー
ン)

を
分
け
て
増
殖
や
利
用
を
図
る
こ
と
、
釣
り
人
等
と

の
連
携
は
組
合
員
の
み
の
活
動
だ
け
で
な
く
釣
り
人

等
と
連
携
し
て
漁
場
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
、
で
す
。

令
和
元
年
度
は
12
団
体
、
令
和
２
年
度
は
11
団
体
、

令
和
３
年
度
は
41
団
体
、
令
和
４
年
度
は
52
団
体
に

お
い
て
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
団
体
の
中

か
ら
、
現
地
を
訪
問
し
事
業
の
活
用
状
況
や
現
場
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
お
話
を
伺
っ
て
き
た
内

容
や
、
報
告
書
で
寄
せ
ら
れ
た
成
果
や
意
見
等
を
事

例
集
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
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1
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

秋田県 米代川

Yoneshiro River, Akita

米代川水系
サクラマス協議会

や
る
ど
！
米
代
川
水
系
サ
ク
ラ
マ
ス
活
性
化

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
３
年
間
の
成
果
を
大
公
開

米
代
川
は
「
き
れ
い
な
川
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
秋
田
県
北
部
を
流
れ
る
大
河
。
ア
ユ
や
サ
ク
ラ

マ
ス
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
名
高
く
、
全
国
か
ら
多
く
の
釣
り
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
米
代
川
水
系

サ
ク
ラ
マ
ス
協
議
会
は
、
平
成
22
年
に
米
代
川
お
よ
び
そ
の
支
流
を
管
轄
す
る
７
つ
の
漁
業
協
同
組
合

に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
秋
田
県
知
事
よ
り
「
サ
ク
ラ
マ
ス
漁
業
」
の
共
同
漁
業
免
許
を
受
け
、
遊

漁
券
の
販
売
と
サ
ク
ラ
マ
ス
の
増
殖
事
業
、
漁
場
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

米
代
川
水
系
サ
ク
ラ
マ
ス
協
議
会
の
漁
場
管
区
は
全
長
１
３
６
キ
ロ
。
こ
こ
数
年
の
釣
り
人
の
増
加
や

釣
り
場
の
開
拓
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
の
分
散
か
ら
、
広
範
囲
の
監
視
業
務
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
令
和
元
年
に
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
監
視
の
省
労
力
化
、
監
視
費
用

の
削
減
、密
漁
者
の
減
少
、遊
漁
者
デ
ー
タ
の
蓄
積
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
初
の
「
保
険
付
き
遊
漁
券
」
の
発
売
、「
米
代
川
サ
ク
ラ
マ
ス
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」「
全
国
サ
ク
ラ
マ
ス
サ
ミ
ッ

ト
」
な
ど
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

う
ち
の
漁
業
管
区
は
７
つ
の
漁
協
に
ま
た
が
っ
て

い
て
、
全
長
１
３
６
キ
ロ
も
あ
る
た
め
、
と
に
か

く
監
視
が
大
変
で
す
。
以
前
は
密
漁
者
も
多
く
、

監
視
費
用
は
毎
年
多
く
の
金
額
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
に
そ
れ
ま
で
6
月
1
日
だ
っ
た

解
禁
日
を
4
月
1
日
に
し
た
こ
と
で
、
令
和
元
年

度
の
遊
漁
者
数
は
、
平
成
25
年
度
の
3
倍
以
上
に

増
え
、
業
務
負
担
の
増
大
も
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
話
を
聞

き
、
ち
ょ
う
ど
国
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
力
を
入

れ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、
じ
ゃ
あ
、�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
漁
場
監
視
シ
ス
テ
ム
っ
て
い
う

の
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
ど
こ
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
取
り
組

み
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
で
き
る
の
か
、
効
果
が

で
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
試
し
て
み

る
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
踏
み
切
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
監
視
時
間
が
3
割
減

電
子
遊
漁
券
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
は
、
監

令和元年度実施団体

湊屋 啓二　会長	
（秋田県内水面漁連会長
鷹巣漁協組合長）

中嶋 義孝　事務局
（比内町漁協組合長）



6

初めての女性も見事に釣り上げている

会長とサクラマス

サクラマス

監視の様子
（タブレットで遊漁者を確認）

釣り人とサクラマス

1

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

秋
田
県 

米
代
川　
｜　
米
代
川
水
系
サ
ク
ラ
マ
ス
協
議
会

Yoneshiro River, Akita



7

視
の
効
率
化
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
遊
漁
券

を
買
っ
た
人
が
ア
プ
リ
を
立
ち
上
げ
る
と
、

監
視
員
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
地
図
に

遊
漁
者
の
位
置
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

う
ち
は
川
幅
が
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
よ

う
な
場
所
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
対
岸
に

遊
漁
者
を
発
見
し
た
ら
車
で
移
動
し
て
、
川
の

中
に
入
っ
て
、
直
接
券
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
、
画
面
だ
け
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
元
年
度
に
は
の
べ
６
２
６

時
間
だ
っ
た
監
視
時
間
が
、
令
和
4
年
度
に

は
４
４
１
時
間
と
約
30
％
減
、
時
間
に
し
て

１
８
５
時
間
も
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
監
視
員
は
や
は
り
高
齢
化
し
て
き
て
い

る
の
で
、
川
に
入
ら
な
い
で
確
認
で
き
る
と

い
う
の
は
、
体
力
的
に
も
安
全
面
で
も
画
期

的
な
改
善
で
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
釣
り
人
を
守
る

ア
プ
リ
は
、
遊
漁
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
情
報

提
供
に
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
上

で
は
、
禁
漁
ゾ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
事
故
多

発
ゾ
ー
ン
、
通
行
止
め
ゾ
ー
ン
、
駐
車
禁
止

ゾ
ー
ン
な
ど
も
地
図
で
わ
か
り
や
す
く
表
示

さ
れ
て
い
て
、
入
っ
て
は
い
け
な
い
場
所
に

侵
入
す
る
と
、
ア
ラ
ー
ム
で
通
知
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
土
地
勘
の
な
い
人
が
農
道
に
駐

車
し
て
、
農
家
の
方
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

安
全
情
報
の
発
信
と
し
て
は
、
10
分
間
で
水

位
が
10
セ
ン
チ
上
が
る
と
「
注
意
」、
20
セ
ン

チ
上
が
る
と
「
警
告
」
と
い
っ
た
お
知
ら
せ

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通
知
で
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
に
は
、
全
国
初
の
保
険

付
き
電
子
遊
漁
券
の
販
売
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
電
子
遊
漁
券
の
サ
イ
ト
で
「
米
代
川

水
系
サ
ク
ラ
マ
ス
共
通
券
」
を
購
入
す
る
と
、

２
０
０
万
円
の
死
亡
保
険
が
自
動
的
に
付
帯

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
令
和
５
年
か
ら

は
、
通
常
の
販
売
店
で
購
入
す
る
券
に
も
保

険
を
付
帯
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
デ
ー
タ
活
用

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
釣
り
人
が
い
ま
、
ど
こ
に
い
る
か

が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
、
ど
こ
で

釣
れ
て
い
る
か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
時
系
列
で
追
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
解
禁
日
に
は
下
流
の
方

に
多
か
っ
た
釣
り
人
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、

サ
ク
ラ
マ
ス
を
追
っ
て
上
流
に
移
動
し
て
い

く
と
い
っ
た
様
子
が
デ
ー
タ
と
し
て
確
認
で

き
ま
す
。
い
ま
ま
で
は
感
覚
的
に
し
か
つ
か

ん
で
い
な
か
っ
た
釣
り
人
の
動
向
を
具
体
的

に
把
握
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
感
動
し
ま

し
た
。

「
や
る
ぞ
事
業
」
の
実
施
後
の
３
年
目
に
は
、

４
２
４
３
時
間
の
遊
漁
者
の
行
動
デ
ー
タ
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
年

目
の
４
．
２
倍
の
数
値
で
す
。
こ
う
い
っ
た

デ
ー
タ
は
、
よ
り
効
率
的
な
放
流
や
資
源
管

理
に
も
活
用
で
き
る
し
、
最
近
は
こ
こ
が
釣

れ
て
い
る
と
い
う
釣
り
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

電
子
遊
漁
券
の
こ
れ
か
ら

こ
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
遊
漁
券
の
販

売
店
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
遊
漁
者
と
の
直

接
の
接
触
を
控
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
販
売
は
、
そ

ん
な
販
売
店
さ
ん
に
も
大
変
好
評
で
、
休
業

や
廃
業
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電
子
遊
漁
券
の
販
売
金
額
は
、
事
業
開
始
当

初
に
は
２
年
で
２
０
０
％
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
た
の
で
す
が
、
結
果
は
そ
れ
を
大
き

く
上
回
る
、
２
７
０
％
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
も
、
電
子
遊
漁
券
の
販
売

は
右
肩
上
が
り
で
す
。

導
入
当
初
は
こ
れ
ま
で
の
紙
券
に
電
子
遊
漁

券
の
数
が
上
乗
せ
さ
れ
る
感
じ
で
し
た
が
、

少
し
ず
つ
紙
券
か
ら
電
子
遊
漁
券
に
置
き
換

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
は
、
電
子
遊

漁
券
が
メ
イ
ン
に
な
り
、
管
理
も
し
や
す
く

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
田
の
他
の
漁
協
も
、
基
本
的
に
は
電
子
遊

漁
券
を
取
り
入
れ
る
方
向
で
す
が
、
秋
田
は

8
割
が
山
で
、
渓
流
で
は
電
波
が
悪
い
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
内
水
面

こ
れ
か
ら
の
内
水
面
は
、
も
っ
と
「
川
を
守

る
」
と
い
う
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
う
ち
に
も

「
環
境
問
題
の
面
か
ら
も
、
川
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
組
合
員
に
な
っ
た

人
が
何
人
か
い
ま
す
。
子
供
向
け
に
つ
か
み

取
り
を
や
っ
た
り
、
伝
統
漁
法
を
見
せ
た
り
、

「
米
代
川
サ
ク
ラ
マ
ス
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
開
催
し
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
た
く

さ
ん
の
人
に
川
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
資
源
の
面
で
の
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
解
禁
の
期
間
を
短
く
す
る
、

本
流
に
も
禁
漁
区
を
設
け
る
、
無
制
限
の
匹

数
を
10
尾
程
度
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、「
川
を
守
る
」
と
い
う
面
か
ら
、
釣

り
人
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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2
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

群馬県 神流川

Kannagawa River, Gunma

上野村漁業協同組合

ト
レ
ン
ド
に
乗
り
遅
れ
る
な
！

や
る
ぞ
1
年
目
の
苦
労
と
成
功
の
秘
訣

上
野
村
漁
協
は
昭
和
25
年
に
設
立
さ
れ
た
群
馬
県
の
南
西
端
の
山
間
部
の
小
さ
な
組
合
で
す
。
利
根
川

水
系
に
属
す
る
神
流
川
は
関
東
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
透
明
度
を
誇
る
清
流
で
、
上
野
村
漁
協
は
そ
の
最
上

流
部
1/3
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
な
ど
の
渓
流
釣
り
で
す
が
、
同
じ
河
川
で

ア
ユ
漁
が
で
き
る
珍
し
い
川
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
資
源
有
限
」
の
観
点
か
ら
、
平
成

11
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
を
始
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
現
在
は
「
種
沢
設
定
」

「
予
約
制
毛
ば
り
釣
り
専
用
区
」「
ハ
コ
ス
チ
を
活
用
し
た
冬
季
釣
り
場
」
な
ど
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
っ

て
、
漁
場
利
用
の
高
度
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
、
令
和
3
年
度
6
月
か
ら
「
や
る
ぞ
事
業
」
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
上
野
村
漁
協
。

そ
の
導
入
ま
で
の
経
緯
、
役
員
の
説
得
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
と
改
良
な
ど
の
具
体
的
な
事
例
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
多
く
の
漁
協
の
参
考
と
な
り
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

上
野
村
漁
協
で
は
20
年
く
ら
い
前
か
ら
釣
り
券
の

自
動
販
売
機
を
使
っ
て
い
ま
す
。
自
販
機
的
な
も

の
は
わ
り
と
高
齢
の
方
で
も
扱
い
や
す
く
、
構
造

が
簡
単
な
の
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
や
す
い
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
最
近
は
ト
ラ
ブ
ル

も
多
く
な
り
、
後
継
機
も
な
い
た
め
、
今
後
は
ど

う
し
よ
う
と
い
う
の
が
常
に
頭
に
あ
り
ま
し
た
。

何
か
今
時
の
も
の
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
ち
ょ
う
ど
「
や
る
ぞ
内
水
面
」
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
非
接
触
」
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
ス
マ
ホ
が
当
た
り
前
の

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
で
、
こ
れ
は
ト
レ
ン
ド
か

な
と
思
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
電
子
遊
漁
券
の

導
入
と
い
う
こ
と
で
応
募
を
決
め
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
中
心
に
な
っ
て
動
い
て
く
れ
た
の

は
若
い
職
員
で
す
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
や

は
り
消
極
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。「
こ
う
す

れ
ば
、
こ
う
な
る
だ
ろ
う
」
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

人
は
、
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
て

く
れ
ま
す
。
で
も
、
新
し
い
も
の
は
面
倒
だ
と
い

う
人
は
「
そ
ん
な
も
の
は
な
く
て
も
い
い
」
と
い

う
話
に
な
る
。
私
と
し
て
は
、
時
流
に
乗
る
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
の
で
、「
無
理

だ
っ
た
ら
や
ら
な
く
て
も
い
い
で
す
」「
慣
れ
た

人
か
ら
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
こ
と
で
、�

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

鳥取

島根県
岡山

広島

令和3年度実施団体

松元 平吉　組合長	
（群馬県漁連　会長）
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導
入
の
流
れ
と
改
良
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
、
令
和
3
年
度
６
月
に
「
や
る
ぞ
」
の
交
付

を
受
け
て
か
ら
、
県
・
漁
連
・
漁
協
・
電
子
遊

漁
券
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て
、

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
漁
場
管
内
図
、
釣
場
情
報
、
遊
漁
券
販

売
所
な
ど
の
基
盤
情
報
の
整
理
、
組
合
員
や
遊
漁

券
販
売
店
に
対
す
る
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
行

な
っ
て
、
８
月
に
電
子
遊
漁
券
の
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。

実
際
に
取
り
組
み
を
始
め
る
と
、
現
実
的
な
問
題

点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
問
題
に

な
っ
た
の
は
、
現
場
売
り
と
の
兼
ね
合
い
で
す
。

監
視
員
が
来
る
の
が
見
え
た
ら
そ
の
場
で
買
え
ば

い
い
と
い
う
考
え
の
人
も
い
る
の
で
、
そ
の
対
策

と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
購
入
と
発
券
に
時
間
差
を
つ
け
ら
れ
な
い

か
と
考
え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
で
、
す
ぐ
に
パ
ッ
と
買
え
な
い
よ
う
な
や
り

方
に
な
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

解
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ホ
を
川
に
持
っ
て
行
き
た
く
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
で
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
参
し
て
も
ら
え
ば
Ｏ
Ｋ
に
な

る
よ
う
に
改
良
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
電
子
遊
漁
券
の
話
を
聞
い
た
時
は
、
電

波
が
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
、
導
入
は
難
し
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
で
も
こ
れ
も

改
良
を
加
え
、
電
波
が
届
く
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
と

き
に
、
自
動
的
に
位
置
情
報
の
履
歴
が
記
録
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

困
っ
た
こ
と
は
？

い
ち
ば
ん
困
っ
た
の
は
、
券
を
購
入
し
た
ら
終
わ

り
だ
と
思
っ
て
、
川
に
入
る
際
に
位
置
情
報
を
オ

ン
に
し
て
い
な
い
釣
り
人
が
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
オ
ン
に
な
っ
て
い
な
い
と
遠
隔
で
の
確
認
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
人
も
多
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
説
明
を
し
て
い
け
ば
、
改
善
し
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
本
来
は
「
無
券
だ
っ
た
ら
川
に
は
入
ら
な

い
」
く
ら
い
の
考
え
に
な
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
来
年
か
ら
は
、「
オ
ン
に
し
て
い
な
い

場
合
は
運
転
免
許
証
の
不
携
帯
と
同
じ
で
す
」
と

い
う
こ
と
で
、
繰
り
返
す
人
に
は
な
ん
ら
か
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
与
え
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
遊
漁
券
は
、
監
視
の
人
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

着
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、電
子
券
を
買
っ
た
か
ど
う
か
は
、ぱ
っ

と
見
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
釣
り
人
か
ら
は
「
無

券
だ
と
疑
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
落
ち

着
か
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

本谷毛ばり釣り専用区（特設区）
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１
年
目
の
成
果
は
？

電
子
遊
漁
券
は
全
体
の
販
売
枚
数
の
う
ち
、
ま
だ

１
割
弱
を
占
め
る
程
度
で
す
が
、
１
年
目
と
し
て

は
上
出
来
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
の
役
員
に
も
は
じ
め
に
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入

し
た
か
ら
売
上
が
増
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
と
い
う

の
は
時
代
の
流
れ
な
の
で
、
先
に
始
め
て
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
組
合
の
認
知
度
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。
そ
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん
だ

と
説
明
し
ま
し
た
。

今
後
、
３
割
く
ら
い
に
な
っ
て
き
た
ら
、
釣
り
客

の
年
齢
や
居
住
地
域
、
ど
ん
な
釣
り
方
で
、
何
を

期
待
し
て
来
て
い
る
か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
自
分
た

ち
で
い
ち
い
ち
集
計
し
な
く
て
も
、
自
動
的
に
集

積
・
解
析
が
で
き
る
点
も
、
非
常
に
便
利
で
す
。

今
後
は
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
経
営
に
も
役
立

て
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
釣
り
人
に
も
組
合

の
管
理
で
も
利
便
性
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。

電
子
券
を
購
入
し
て
い
る
時
間
帯
を
見
て
み
る

と
、
24
時
間
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
帯
で
買
う
人
が
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
販
売
店

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
か
、
開
い
て
い
な
か
っ

た
か
ら
「
券
が
買
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
、

無
券
の
人
の
共
通
の
言
い
訳
で
し
た
。
少
し
で
も

買
え
な
い
言
い
訳
を
無
く
し
て
い
け
る
こ
と
も
良

か
っ
た
点
の
一
つ
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
？

群
馬
県
内
で
は
、
現
在
は
半
分
以
上
の
漁
協
に
電

子
遊
漁
券
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
県
内
で

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
分
析
デ
ー
タ
の
情

報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
観
光
情
報
や
飲
食
店
、
温
泉
施
設
な
ど

の
情
報
発
信
と
結
び
つ
け
て
、
地
域
を
活
性
化
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

アユ

特設釣り場の看板

道の駅　上野（上野村漁協事務所も当施設に）
館内にはレストランや売店があり、地元の特産品や消耗釣具等も販売されている。

ハコスチ

2

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

群
馬
県 

神
流
川　
｜　
上
野
村
漁
業
協
同
組
合

Kannagaw
a River, G

unm
a
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3
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

群馬県 赤城大沼

Akagi Onuma, Gunma

赤城大沼漁業協同組合

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
２
万
人
の
釣
り
客
の
対
応
を
！

氷
上
で
の
監
視
の
負
担
を
減
ら
し

地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

群
馬
県
中
央
部
の
赤
城
山
の
山
頂
に
あ
る
赤
城
大
沼
は
、
湖
水
面
標
高
１
３
４
５
メ
ー
ト
ル
、
面
積
88

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
最
大
水
深
は
17
メ
ー
ト
ル
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
す
。
毎
年
、
解
禁
日
に
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

取
材
が
入
る
「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
の
メ
ッ
カ
」
と
し
て
知
ら
れ
、
関
東
で
は
唯
一
氷
上
で
の
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
年
間
２
万
人
近
く
の
釣
り
客
を
集
め
て
い
ま
す
。
周
辺
で
は
、
登
山
や
ハ

イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
や
ボ
ー
ト
と
い
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
も
充
実
。
都
心
か
ら
２
時
間
程
度
と
い
う
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
か
ら
、
県
外
の
観
光
客
も
多
い
人
気
の
観
光
エ
リ
ア
で
す
。

赤
城
大
沼
漁
協
の
監
視
業
務
は
、
遊
漁
券
の
確
認
以
外
に
、
氷
上
の
釣
り
人
や
観
光
客
の
安
全
を
守
る

と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
冬
場
の
ピ
ー
ク
時
に
は
８
０
０
人
も
の
釣
り
人
が
訪
れ
ま
す
が
、
少
な
い

時
に
は
５
人
で
遊
漁
券
の
販
売
や
安
全
監
視
を
行
な
っ
て
お
り
、
遊
漁
券
の
未
購
入
者
の
取
り
締
ま
り

に
は
十
分
に
手
が
回
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
工
夫
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま

し
た
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

群
馬
県
漁
連
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
最
近
は
暖
冬
の
せ
い
で
、
氷
が
薄
い

危
険
箇
所
も
増
え
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
安
全
第

一
な
の
で
、
竹
の
杭
を
打
ち
込
み
な
が
ら
、
危
な

い
と
こ
ろ
は
綱
を
張
っ
て
、看
板
を
か
け
て
、「
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
回
っ

て
い
ま
す
。
組
合
員
に
は
、
出
ら
れ
る
人
は
毎
日

出
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
監
視
に
当
た
っ
て
い

ま
す
が
、
土
日
な
ど
は
７
０
０
〜
８
０
０
人
の
お

客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
遊
漁
券
の
確
認

ま
で
は
、も
う
手
が
回
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
。

組
合
員
も
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
今

後
の
こ
と
を
考
え
る
と
何
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
県
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
う
ち
に
合
う
も
の
を
考

え
ま
し
た
。

最
近
は
電
子
決
済
を
使
う
人
が
増
え
て
い
ま
す

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
る
べ
く
人
と
接
触
し
た
く
な

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
電

子
遊
漁
券
の
導
入
が
い
ち
ば
ん
順
当
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
話
も
あ
っ
た
ん

鳥取

島根県
岡山

広島

令和3年度実施団体

青木 泰孝　組合長	

藤生 真稔　常務理事　
事務局長	

藤生 文男　理事　
会計副主任

塩原 弘隆　常務理事　
総務部長	
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で
す
が
、
若
い
組
合
員
た
ち
が
、「
こ
れ
か
ら

は
絶
対
電
子
券
が
必
要
だ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ

た
の
で
、
動
き
出
し
ま
し
た
。

導
入
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
？

ま
ず
、
理
事
会
を
兼
ね
た
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
、
事
業
内
容
、
監
視
方
法
、

券
種
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
電
子
遊
漁
券
の
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
場
で
実
際
に
理
事
た
ち
の
ス
マ
ホ
に

監
視
画
面
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た

ち
で
操
作
し
て
み
て
、
わ
か
ら
な
い
点
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
担

当
の
方
に
は
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

常
連
の
釣
り
客
は
、
販
売
店
か
ら
情
報
を
も
ら

う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
に
固
定
客
が
つ
い

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
も
電
子
券
を

使
っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
販
売
店

の
手
数
料
も
な
く
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

現
在
使
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
遊
漁
券
を

購
入
す
る
画
面
で
販
売
店
を
選
び
、
そ
こ
で
選

ん
だ
お
店
に
手
数
料
が
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
販

売
店
に
登
録
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電
子
券
の
効
果
は
？

い
ち
ば
ん
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
お
店
に
行
く
必
要

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
は
場
所
取
り
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
朝
５

時
に
来
る
人
も
多
い
し
、
前
の
晩
に
来
る
人
も

い
ま
す
。
遠
く
か
ら
来
る
人
も
、
あ
ら
か
じ
め

電
子
券
を
買
っ
て
お
け
ば
、
着
い
て
す
ぐ
に
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
券
を
購
入
し
て
い
る
の
は
、
い
ま
の
と
こ

ろ
新
規
の
方
が
メ
イ
ン
で
す
。
氷
上
の
ワ
カ
サ

ギ
釣
り
は
テ
ン
ト
を
使
う
人
も
い
る
の
で
、
荷

物
を
運
ぶ
の
が
大
変
で
す
。
近
く
に
販
売
店
が

な
い
入
場
口
も
あ
る
の
で
、
常
連
さ
ん
で
も
そ

こ
か
ら
入
る
方
は
電
子
券
を
利
用
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
お
店
に
券
を
買
い
に
行
く
の
が
め

ん
ど
う
だ
っ
た
け
ど
、
ス
マ
ホ
で
買
え
る
よ
う

に
な
っ
て
楽
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い

ま
す
。
実
際
に
監
視
に
回
っ
て
い
て
、
無
券
の

人
が
少
な
く
な
っ
た
か
な
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
電
子
券

を
買
っ
た
人
の
位
置
が
地
図
で
わ
か
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
遠
く
に
１
つ
テ
ン
ト
が
あ
る
よ
う

な
時
に
、
画
面
で
券
が
確
認
で
き
れ
ば
、
わ
ざ

わ
ざ
そ
こ
ま
で
行
く
必
要
が
な
く
な
っ
て
、
監

視
業
務
の
負
担
を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

電
子
券
の
導
入
が
令
和
３
年
の
10
月
か
ら
で
、

大漁のワカサギ

ワカサギ釣りの様子

本州では珍しい「アイスバブル」

3

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

群
馬
県 

赤
城
大
沼　
｜　
赤
城
大
沼
漁
業
協
同
組
合

Akagi O
num

a, G
unm

a
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ま
だ
ま
だ
利
用
者
は
少
な
い
の
で
す
が
、

う
ち
は
年
に
２
万
人
近
く
の
お
客
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
が
利

用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
す
ご
い
効
果
が

出
て
く
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

意
外
だ
っ
た
の
は
、
コ
イ
や
ヘ
ラ
ブ
ナ
の

お
客
さ
ん
も
電
子
券
を
買
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
は
じ
め
は
ワ
カ
サ
ギ

だ
け
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
電
子
遊

漁
券
が
浸
透
し
て
い
く
と
、
ま
た
違
っ
て

く
る
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
冬
の
風
物
詩
で
す
。
毎

年
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
と
、
全
国
か
ら

お
客
さ
ん
が
ど
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

最
近
は
若
い
女
性
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

一
般
の
人
は
、
釣
り
具
を
レ
ン
タ
ル
す
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
テ
ン
ト
の
貸
し
出
し

も
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
情
報
を
各

媒
体
に
積
極
的
に
流
す
と
、
新
し
い
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
若
者
が
増
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す

ね
。
若
い
人
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
で
情
報
を
探
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
が
と
く
に
重
要
で
す
。

電
子
遊
漁
券
の
サ
イ
ト
に
漁
場
の
最
新
の

情
報
を
出
せ
ば
、
そ
れ
が
広
告
の
よ
う
に

な
っ
て
、
若
い
人
が
電
子
遊
漁
券
を
買
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

漁
協
の
組
合
員
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
存
続
も
難
し
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
赤
城
山
は
観
光
資
源
も
豊

富
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
前
橋
市
と
協
力
し

て
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客

さ
ん
の
中
に
も
、
こ
の
雪
と
氷
の
世
界

に
と
て
も
感
動
し
た
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
赤
城
大
沼
は
、
氷
の
芸
術
と
も
い
わ

れ
る
「
ア
イ
ス
バ
ブ
ル
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
本
州
で
こ
れ
が
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夏
で
も
30
度
に
な
る
こ
と
は
珍
し

い
よ
う
な
場
所
な
の
で
、
夏
は
涼
し
く
釣

り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
ヘ
ラ
ブ
ナ

の
お
客
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
年
間
を
通
し
て
に
ぎ
わ
う
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
す

人
が
多
く
な
り
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の

生
活
に
価
値
を
見
出
す
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
、
こ
の

地
域
全
体
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏期の赤城大沼（ヘラブナ・コイなどが釣れます）

氷結後（冬期）の赤城大沼

ヘラブナ
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4
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

岐阜県 長良川

Nagara River, Gifu

郡上漁業協同組合

鳥取

島根県
岡山

広島

10
年
先
を
見
据
え
た
対
策

日
本
一
の
「
郡
上
鮎
」
を
守
る
た
め

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
持
続
的
な
漁
協
経
営
を
！

木
曽
三
川
の
ひ
と
つ
で
あ
る
長
良
川
は
、
岐
阜
県
郡
上
市
の
大
日
ヶ
岳
に
源
を
発
し
、
美
濃
地
方
中
濃

地
域
を
流
れ
、
伊
勢
湾
に
至
る
総
延
長
１
６
６
キ
ロ
の
一
級
河
川
で
す
。
郡
上
漁
協
は
そ
の
最
上
流
域

の
約
60
キ
ロ
お
よ
び
支
流
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
上
流
域
で
漁
獲
さ
れ
る
ア
ユ
は
地
域
団
体
商
標
を
取

得
し
た
「
郡
上
鮎
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
質
の
良
さ
と
豊
か
な
生
態
系
で
も
知
ら

れ
る
清
流
に
は
、
ア
マ
ゴ
（
サ
ツ
キ
マ
ス
）、
イ
ワ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
約
30
種
の
魚
類
の
生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

郡
上
漁
協
は
ア
ユ
、
ア
マ
ゴ
な
ど
の
放
流
や
増
殖
を
主
な
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
場
管
理
の

一
環
と
し
て
、
川
周
辺
の
草
刈
り
や
入
川
口
の
新
設
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
植
樹
活
動
な
ど
、
河
川

環
境
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
組
合
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
年
々
遊
漁
券

の
取
扱
所
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
や
る
ぞ
事
業
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
電
子
遊
漁
券
に
よ
っ
て
、
遊
漁
者
の
利
便
性
の
向
上
や
漁
場
監
視
の
効
率
化
を
進
め
、
漁
協
経
営

の
安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

当
組
合
は
ピ
ー
ク
時
で
８
７
３
１
人
だ
っ
た
組
合

員
が
現
在
は
５
５
６
２
人
と
な
り
、
平
均
年
齢
は

70
歳
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
組
合
員
を
増
や

す
た
め
に
は
、
ま
ず
遊
漁
者
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
遊
漁
者
も
ピ
ー
ク
時
の
24
万
人
か
ら

７
万
５
千
人
ま
で
減
っ
て
、
遊
漁
料
収
入
も
ピ
ー

ク
時
の
53
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
遊
漁
券
の
取
扱
所
は
54
件
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
高
齢
化
に
よ
っ
て
毎
年
1
割
く

ら
い
ず
つ
減
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
今
後
10

年
で
4
割
程
度
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
遊
漁
券
販
売
所
の
減
少
は
、
無
券
の
釣

り
人
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
遊
漁
券
収
入
の
さ
ら

な
る
減
少
を
招
い
て
い
ま
す
。

遊
漁
料
収
入
は
、
郡
上
漁
協
の
総
事
業
収
入
の
4

割
か
ら
5
割
を
占
め
て
お
り
、
組
合
員
の
賦
課
金

や
行
使
料
の
減
少
と
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
漁
場

管
理
費
の
確
保
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

令和3年度実施団体

村瀬 和典　参事



15

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
監
視
業
務

の
負
担
の
増
大
で
す
。
現
在
、
５
名
の
漁
場

監
視
員
に
よ
っ
て
河
川
の
監
視
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
が
74
歳
、
最
高
齢
が

80
歳
と
い
う
こ
と
で
、
川
の
上
り
下
り
な
ど

が
重
労
働
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
り
電
子
遊
漁
券
の
導

入
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和

2
年
の
６
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
恐
怖
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
す
。

郡
上
市
に
ア
ユ
の
解
禁
の
話
を
し
に
い
っ
た

際
に
も
、
外
部
か
ら
釣
り
客
を
呼
び
込
む
こ

と
に
対
し
て
難
色
を
示
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
押

し
と
な
り
、
非
接
触
で
遊
漁
券
を
購
入
で
き

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
岐
阜
県
の
水
産
振
興

室
、水
産
研
究
所
、岐
阜
県
漁
連
の
方
な
ど
に
、

都
度
助
言
を
い
た
だ
き
、
電
子
遊
漁
券
業
者

か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、
手
続
き
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
は
多
彩
な
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
が
、
は
じ
め
に
提
示
さ
れ
た
機

能
で
は
、
規
模
の
大
き
い
漁
協
に
は
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
以
下
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
変
更
を
し
ま
し
た
。

・�

釣
り
人
の
端
末
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
オ
フ
に
な
っ
て

い
る
と
、
監
視
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
反
応
し

な
い
た
め
、
電
子
遊
漁
券
の
起
動
と
同
時
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
入
る
よ
う
に
変
え
た

・�

無
券
で
入
り
、
監
視
が
く
る
と
そ
の
場
で
買

う
と
い
う
人
が
い
た
。
川
で
長
い
時
間
同
じ

場
所
に
い
た
場
合
、
電
子
遊
漁
券
を
買
え
な

い
仕
組
み
に
し
た

・�

画
面
メ
モ
の
偽
造
防
止
の
た
め
、
表
示
画
面

を
静
止
画
面
か
ら
動
画
に
変
え
た

・�

水
難
事
故
対
策
と
し
て
、
上
流
部
の
水
位
計

と
連
動
さ
せ
て
、
15
分
で
20
セ
ン
チ
上
が
る

と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
よ
う
に
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
遊
漁
券
取
扱

所
の
仕
事
を
奪
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
プ
リ

の
遊
漁
券
購
入
画
面
で
販
売
店
を
選
ん
で
ク

リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
そ
の
販
売
店
に
手
数
料
が

入
る
と
い
う
仕
組
み
を
販
売
店
に
説
明
し
、

登
録
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
子
券
購
入
の
画
面
の
上
の
方
に
表

示
さ
れ
る
お
店
を
選
ぶ
人
が
多
く
、
名
前
が

下
の
方
に
あ
る
と
不
公
平
だ
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
の
で
、
表
示
の
順
番
も
変
わ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
、
こ
れ
ま
で
の
改
良
の
主
な
実
績

で
す
。

漁協前を流れる長良川
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課
題
は
費
用
対
効
果

い
ち
ば
ん
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
費
用
対

効
果
で
す
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
減
価
償
却

5
年
で
計
算
し
て
、
維
持
管
理
費
と
歩
合
の
手

数
料
を
合
計
す
る
と
、
売
上
の
半
分
以
上
を
占

め
る
金
額
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
負
担
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
夜

中
に
電
子
遊
漁
券
を
購
入
し
て
い
る
人
も
増
え

て
い
る
た
め
、
釣
り
客
の
利
便
性
ア
ッ
プ
と
い

う
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
ま
だ
２
年
目
な
の
で
、
も
う
少
し
様
子
を

み
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
検
討
課

題
で
は
あ
り
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

電
子
遊
漁
券
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
釣
果

情
報
を
集
め
て
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
、
た
と
え
ば
、
魚
道
が
詰

ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
を
早
期
発

見
し
て
、
伝
達
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
組
合
員
の
賦
課
金
や
行
使
料
は
対
面

で
集
金
に
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ア
プ
リ
で

で
き
る
と
業
務
の
負
担
を
減
ら
せ
る
の
で
す
が
、

漁
協
の
執
行
部
と
一
般
の
組
合
員
の
交
流
の
機

会
で
も
あ
る
の
で
、
う
ま
く
調
整
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
て
て
き
た
「
郡
上
鮎
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
に
は
、
河
川
を
守
り
、
安

定
し
た
漁
獲
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

魚
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
漁
場
整
備
を

行
い
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
繁
殖
・
保
護
を
行

い
な
が
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
川
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

アユ友釣りの様子

市場に出荷される「郡上鮎」

4

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

岐
阜
県 

長
良
川　
｜　
郡
上
漁
業
協
同
組
合

N
agara River, G

ifu
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鳥取

島根県
岡山

広島

5
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

岐阜県 飛騨川

Hida River, Gifu

益田川上流漁業協同組合

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
で
無
券
者
が
大
幅
減
少
に
期
待

オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
の
半
数
は
新
規
客
！

益
田
川
上
流
漁
協
は
、
霊
峰
乗
鞍
岳
・
御
嶽
山
を
源
流
と
す
る
飛
騨
川
の
最
上
流
部
を
管
轄
す
る
組
合

で
す
。
山
深
い
源
流
域
に
は
小
さ
な
谷
が
無
数
に
あ
り
、
豊
か
な
水
量
と
変
化
に
富
ん
だ
漁
場
を
有
し

て
い
ま
す
。
深
い
森
を
流
れ
る
支
流
に
は
天
然
の
魚
も
多
く
、
渓
流
釣
り
の
マ
ニ
ア
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
エ
リ
ア
で
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
釣
り
客
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
な
水
で
育
つ

魚
の
お
い
し
さ
に
は
定
評
が
あ
り
、
全
国
清
流
利
き
鮎
大
会
で
は
二
度
の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

近
年
は
遊
漁
者
の
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
遊
漁
者
数
・
遊
漁
料
収
入
は
と
も
に
ピ
ー
ク
時
の
７
割

程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
遊
漁
券
取
扱
店
の
減
少
に
よ
り
、
早
朝
の
遊
漁
券
購
入

が
難
し
く
な
り
、
無
券
者
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
益
田
川
上
流
漁
協
で
は
、
電

子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。
無
券
者
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
釣
り
人
の
誘
致
に
も
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け

実
は
、「
や
る
ぞ
事
業
」
を
知
る
以
前
か
ら
、
若

者
の
遊
漁
者
を
増
や
す
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
が
必

要
だ
と
考
え
て
は
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
漁
協
の

役
員
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
こ
と
が
な

い
人
も
多
く
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
漁
協
内
で
の

や
り
と
り
に
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
う
よ
う
に
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
だ
ん
だ
ん
と
ネ
ッ
ト
は
便
利
だ
と
い

う
認
識
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
「
や
る
ぞ
事
業
」
の
情
報
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
補
助
金
を
活
用
し
て
初
期
費
用
も
だ

い
ぶ
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
応
募
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

若
い
人
へ
の
ア
ピ
ー
ル
チ
ャ
ン
ス

電
子
遊
漁
券
の
販
売
は
、
情
報
発
信
も
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る
若
い
世
代
へ
の
ア
ピ
ー
ル
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遊
漁
券
を
オ
ン
ラ
イ

ン
購
入
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
う
ち
は
ど
ん
な
漁

場
で
ど
ん
な
魚
が
釣
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
現

在
の
川
の
状
況
は
ど
う
か
と
い
っ
た
情
報
な
ど
を

事
務
局
か
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
導
入
を
決
め
た
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム

の
業
者
は
長
年
の
実
績
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ

Ｔ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

令和3年度実施団体

早川 重幸　組合長	 森本 常夫　常任理事
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渓流の漁場

アユ釣り

子ども釣り教室の様子

魚のつかみ取り体験

5

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

岐
阜
県 

飛
騨
川　
｜　
益
田
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

Hida River, G
ifu
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発
信
の
や
り
方
や
コ
ツ
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
助
言
を
い
た
だ
け
た

の
で
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

釣
り
人
誘
致
に
手
ご
た
え
あ
り

当
漁
協
で
は
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
電
子
遊

漁
券
の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
漁
期

途
中
で
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
が
、
思
っ
て

い
た
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
小
さ
め
の
販
売

店
と
同
じ
く
ら
い
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た
の

で
、
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
組
合
理
事

か
ら
も
「
予
想
以
上
だ
」
と
高
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
新
規
客
の
呼
び
込
み
を

狙
っ
て
、
次
の
年
に
別
の
業
者
の
電
子
遊
漁

券
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

漁
期
開
始
よ
り
少
し
出
遅
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
そ
れ
ほ
ど
の
枚
数
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
は
ア
ユ
釣

り
で
の
購
入
者
が
グ
ン
と
増
え
て
、
最
終
的

に
か
な
り
の
売
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

購
入
者
の
住
所
を
地
図
上
に
反
映
し
て
み
る

と
、
釣
り
人
が
利
用
す
る
電
子
遊
漁
券
の
業

者
が
愛
知
県
か
ら
西
側
と
東
側
で
は
違
う
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
北
側
の
福
井

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
は
、
Ａ
社
が
強
く
、

静
岡
や
も
う
少
し
西
寄
り
の
地
域
で
は
Ｂ
社

が
多
い
と
い
っ
た
具
合
に
、
棲
み
分
け
が
で

き
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
得

意
な
地
域
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
導
入
の
際

に
は
そ
の
あ
た
り
も
考
慮
す
る
と
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
年
券
の
購
入
者
は
地
元
の
人
が
ほ

と
ん
ど
で
、
遠
く
て
も
名
古
屋
く
ら
い
ま
で
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
で

は
、
ま
だ
数
と
し
て
は
少
な
い
の
で
す
が
、
東

京
や
大
阪
か
ら
の
購
入
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
は
ま
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
遊
漁
券
を
販

売
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
遠

方
か
ら
の
方
は
、
電
子
遊
漁
券
の
販
売
サ
イ
ト

で
益
田
川
上
流
漁
協
を
見
つ
け
て
来
て
く
れ
た

の
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
日
券
を
複
数
日
購
入
し
て
、
合

計
金
額
が
年
券
以
上
に
な
っ
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。
試
し
に
来
て
み
た
ら
、
思
い
の
ほ

か
気
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

令
和
３
年
に
日
券
を
購
入
し
て
、
翌
年
は
年

券
を
買
っ
て
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。
新
た
な

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と

で
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
メ
リ
ッ
ト

理
事
の
み
な
さ
ん
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
遊

漁
券
販
売
に
対
し
て
、
は
じ
め
は
い
ろ
い
ろ

な
面
で
半
信
半
疑
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
ト
ー
タ
ル
の
取
り
扱
い
手
数
料
が
増

え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く

の
も
大
変
で
し
た
。

取
り
扱
い
手
数
料
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、

た
し
か
に
若
干
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
ま
で
の
紙
の
遊
漁
券
は
、
印
刷
の
手
間

が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
と
に
か
く
管
理
に

手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
遊
漁
券
の
管
理
は

非
常
に
厳
格
に
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
で
は

残
り
の
枚
数
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
る

た
め
、
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
紙
の

遊
漁
券
の
整
理
は
、
組
合
の
事
務
員
に
か
な

り
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
そ
う
い
っ
た
手
間
が
か
な
り
軽
減

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
務
的
な
負
担
の
軽
減
と
い
う

の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の

ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
無
券
者
も

電
子
遊
漁
券
を
購
入

は
じ
め
は
販
売
店
の
売
り
上
げ
が
落
ち
て
し

ま
う
の
で
は
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
で
に
電
子
遊
漁
券
を
導
入
し
て

い
た
他
の
漁
協
の
話
を
聞
く
と
、
も
と
も
と

無
券
で
入
っ
て
い
た
人
が
、
新
規
の
購
入
者

と
し
て
電
子
遊
漁
券
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

実
際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
分
の
半
分
は
新

規
の
方
、
も
う
半
分
は
こ
れ
ま
で
販
売
店
で

購
入
し
て
い
た
方
と
い
う
結
果
と
な
り
、
販

売
店
の
売
り
上
げ
が
大
き
く
落
ち
た
感
じ
は

な
か
っ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
管
内
に
は

地
図
に
描
か
れ
て
い
な
い
細
か
い
沢
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
漁
場
の
面
積
は
１
０
０
万
平
方

メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。
す
べ
て
の
監
視
は

現
実
的
に
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
無
券
の
方

も
３
割
以
上
い
る
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
新
規
の
購
入
者
と
い
う
の
は
、

主
に
こ
れ
ま
で
無
券
で
渓
流
釣
り
を
さ
れ
て

い
た
方
々
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

電
子
遊
漁
券
の
導
入
で
、
遊
漁
券
が
買
い
求

め
や
す
く
な
り
、
購
入
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
？

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
遊
漁
情
報
を
得

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
他
の
漁
協
を
み
る

と
、
組
合
員
や
釣
り
人
か
ら
の
情
報
発
信
も

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後

は
組
合
員
や
釣
り
人
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
、
発
信
力
を
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も

始
め
ま
し
た
が
、
ま
だ
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
が

手
薄
な
状
態
な
の
で
、
今
後
は
も
っ
と
力
を

入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
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6
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

豊川上漁業協同組合

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
漁
協
の
広
報
・
情
報
発
信

若
い
世
代
を
狙
っ
て

新
規
釣
り
客
に
も
ア
ピ
ー
ル
！

豊
川
上
漁
協
は
、
愛
知
県
東
部
の
豊
川
か
ら
三
河
湾
に
注
ぐ
中
流
域
の
16
キ
ロ
付
近
か
ら
40
キ
ロ
付
近

お
よ
び
支
流
の
黄
柳
川
・
宇
利
川
な
ど
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
三
河
湾
か
ら
25
キ
ロ
地
点
の
堰
ま
で
は

遡
上
を
妨
げ
る
構
築
物
が
な
い
た
め
、
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
の
天
然
遡
上
が
多
く
、
ウ
グ
イ
、
ボ
ラ
、
ス
ズ

キ
、
ハ
ゼ
類
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
も
回
遊
し
、
ナ
マ
ズ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
オ
イ
カ
ワ
、
カ
ワ

ム
ツ
な
ど
も
普
通
に
み
ら
れ
る
豊
か
な
生
物
相
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
天
然
資
源
の
保
全
の
観
点
か
ら
、

ア
ユ
産
卵
保
護
区
を
設
定
し
て
漁
期
と
漁
法
に
制
限
を
か
け
て
お
り
、
平
成
30
年
以
降
の
流
下
仔
魚
お

よ
び
天
然
ア
ユ
の
遡
上
は
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
最
も
大
き
な
問
題
は
深
刻
な
人
手
不
足
で
す
。
多
い
時
に
は
１
４
０
０
人
を
超
え
た
組
合
員
は
、

３
０
０
人
を
割
り
込
み
、組
織
の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、漁
協
か
ら
の
発
信・

広
報
が
非
常
に
弱
く
、
新
規
の
遊
漁
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

豊
川
上
漁
協
で
は
組
合
員
の
減
少
が
続
い
て
、
も

う
組
織
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
ギ
リ
ギ
リ
の
レ

ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。専
任
の
職
員
も
雇
え
ず
、

非
常
勤
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

す
。
新
し
い
遊
漁
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
絶
対

に
必
要
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
人
手
も
な
い

た
め
、
組
合
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
て
い
る
時

に
、「
や
る
ぞ
事
業
」
の
募
集
案
内
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
漁
協
で
は
ア
ユ
の
ル
ア
ー
を
導
入
す
る

た
め
の
遊
漁
規
則
の
変
更
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
と
に
か
く
友
釣
り
客
が
激
減
し
て
し
ま
っ

て
、
お
と
り
ア
ユ
販
売
店
も
商
売
に
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
廃
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
は
漁
協
で
独
自
に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
財
政

的
に
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
も
や

め
ま
し
た
。
漁
協
の
収
入
も
組
合
員
も
減
る
一
方

で
、
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ど
う
に

か
友
釣
り
の
お
と
り
を
自
分
で
調
達
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
、
延
べ
竿
で
や
る
友
釣
り
と
同
じ

よ
う
な
方
式
で
釣
る
ル
ア
ー(

友
ル
ア
ー)

を
と

り
あ
え
ず
解
禁
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん

埼玉

和歌山

鳥取

島根県
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛

令和3年度実施団体

愛知県 豊川

Toyogawa River, Aichi

市野 和夫　組合長	 瀧川 恭司　副組合長	
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で
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
中
で
、
漁
協

か
ら
の
発
信
や
広
報
が
非
常
に
弱
い
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
ト
に
は
、
漁
協

の
紹
介
や
釣
り
場
Ｍ
Ａ
Ｐ
、
遊
漁
者
へ
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
や
る
ぞ
事
業
」
で
電
子
遊
漁
券
を

導
入
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発

信
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

釣
り
人
の
利
便
性
が
上
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
漁
協
の
ペ
ー
ジ
が
で
き

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
け

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
と
に
か
く
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

電
子
遊
漁
券
の
メ
リ
ッ
ト

電
子
遊
漁
券
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず

７
月
に
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
担
当
の
方

を
現
地
に
案
内
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
コ

ン
テ
ン
ツ
作
成
に
必
要
な
情
報
を
取
材
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
遊
漁
規
則
、
釣
り
場
、

専
用
区
、
禁
漁
区
、
産
卵
保
護
区
な
ど
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
は
基
本
的
に
情
報
提
供
を
す
る

程
度
で
す
ん
だ
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
電
子
遊
漁
券
の
販
売
サ
イ
ト

に
は
、
鮎
友
ル
ア
ー
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ
、

イ
ベ
ン
ト
風
景
、
釣
果
情
報
、
道
の
駅
や
駐

車
場
と
い
っ
た
周
辺
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
中
部
地
方
に
は
電
子
遊
漁
券
を
導
入

し
て
い
る
漁
協
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

こ
う
い
っ
た
サ
イ
ト
を
通
じ
て
当
組
合
を
知

る
人
は
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

導
入
の
効
果
は
？

こ
れ
ま
で
、
遊
漁
券
は
主
に
漁
協
の
事
務
所

と
釣
具
店
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

釣
具
店
の
数
が
少
な
く
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ

へ
の
販
売
委
託
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

と
く
に
早
朝
か
ら
漁
場
に
出
た
い
と
い
う
遊

漁
者
に
と
っ
て
は
不
便
な
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
き
ち
ん
と
遊
漁
券
を
購

入
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
購
入

で
き
な
い
ま
ま
入
川
し
て
い
た
遊
漁
者
も
い

た
よ
う
で
す
。
電
子
遊
漁
券
の
導
入
で
、
い
つ

で
も
買
え
る
よ
う
に
な
っ
て
助
か
っ
た
と
い

う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
漁
協
の
業
務

削
減
と
い
う
点
で
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

初
年
度
の
電
子
遊
漁
券
の
売
上
枚
数
と
し
て

は
、
当
初
の
想
定
に
は
届
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
事
業
が
動
き
始
め
た
の
は
、
令

和
３
年
度
の
７
月
か
ら
で
、
ア
ユ
の
時
期
が

ほ
ぼ
半
分
以
上
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
割
合
と
し
て
は
、
ア

ユ
の
電
子
遊
漁
券
の
日
券
は
全
体
の
40
．

９
％
、
雑
魚
の
日
券
は
全
体
の
15
．４
％
を
占

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
令
和
４
年
度
に
期
待
し
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
年
は
河
川
や
天
候
の
条
件
が

非
常
に
悪
か
っ
た
。
６
月
ま
で
は
ま
ず
ま
ず

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
７
月
は
ま
っ
た
く
川
に

入
れ
ず
、
８
月
後
半
か
ら
９
月
に
は
い
っ
て

か
ら
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
も
う
２
、３
年
は
様
子
を
見
る
時

間
が
欲
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、
電
子

遊
漁
券
の
導
入
は
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
釣
る
ル
ア
ー
で
ア
ユ
釣
り
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
と
区
間
を
決
め
て
試
し
て
い

た
ん
で
す
が
、
若
年
層
か
ら
か
な
り
の
反
応

が
あ
り
、
お
問
合
せ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
は
り
、
遠
く
か
ら
の
釣
り
客
に
は
、
電
子

遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
ト
が
広
報
の
土
台

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
ス
マ
ホ
を
使

う
よ
う
な
若
い
世
代
の
方
が
少
し
増
え
て
き

て
い
る
感
触
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
も
う
少

し
川
の
状
況
、
天
候
の
状
況
が
良
く
な
れ
ば
、

成
績
も
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

若
い
世
代
を
ル
ア
ー
釣
り
世
代
と
捉
え
て
い

る
ん
で
す
が
、
今
後
は
こ
の
世
代
を
積
極
的

に
呼
び
込
ん
で
、
川
釣
り
を
楽
し
む
人
口
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
し
て
も
生
き
た
お
と
り
ア
ユ
は
大
変
な
の

で
、
若
い
人
た
ち
は
や
り
た
が
り
ま
せ
ん
が
、

ル
ア
ー
は
竿
一
本
あ
れ
ば
簡
単
に
始
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
、
つ
け
る
も
の
を
変
え
れ
ば
、

サ
ツ
キ
マ
ス
、
ウ
グ
イ
、
ニ
ゴ
イ
、
ス
ズ
キ
、

ナ
マ
ズ
と
い
っ
た
も
の
が
な
ん
で
も
狙
え
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
魚
を
す
べ
て
ル
ア
ー
釣
り

対
象
魚
種
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
辺
で
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
う
ち
だ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
年
配
の
方
々
に
は
、
昔
な
が
ら
の

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
コ
イ
、

フ
ナ
、
オ
イ
カ
ワ
な
ど
を
エ
サ
釣
り
で
や
っ

友ルアー教室の様子
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て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
も
目
配
り
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
多
様
性
の
あ
る
川
を
こ
れ
か
ら

も
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
き

な
課
題
で
す
。
数
十
年
前
か
ら
水
源
開
発
が

活
発
に
行
わ
れ
た
た
め
、
上
流
か
ら
の
土
砂

供
給
が
極
め
て
衰
え
て
い
ま
す
。
上
流
か
ら

砂
は
あ
る
程
度
流
れ
て
き
ま
す
が
、
礫
の
供

給
が
な
い
の
で
河
床
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
ア
ユ
の
天
然
遡
上
が
多
い

の
に
対
し
て
、
砂
利
が
少
な
い
た
め
餌
が
足

り
な
い
。
も
う
石
が
ツ
ル
ツ
ル
に
磨
か
れ
て

い
る
ほ
ど
で
す
。
河
川
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

増
殖
方
法
を
変
え
る
と
い
っ
た
よ
う
な
対
応

も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

生息魚類調査の風景
（漁協と市民による川の生態系保全の取り組み）

豊川のアユ

アユの産卵床整備の様子

6

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

岐
阜
県 

長
良
川　
｜　
郡
上
漁
業
協
同
組
合

N
agara River, G

ifu

6

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

愛
知
県 

豊
川　
｜　
豊
川
上
漁
業
協
同
組
合

Toyogaw
a River, Aichi
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7
やるぞ内水面事業
ICT導入
Information and 
Communication 
Technology

男川漁業協同組合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
報
に
テ
コ
入
れ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
「
や
む
を
得
ず
無
券
」
を
無
く
し
た
い
！

男
川
漁
協
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
を
流
れ
る
矢
作
川
水
系
の
支
流
で
乙
川
・
男
川
の
上
流
部
、
お
よ
そ
84

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
漁
場
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
指
定
を
得
て
い
る
魚
種
は
ア
ユ
、ア
マ
ゴ
、コ
イ
、フ
ナ
、

ウ
ナ
ギ
、
オ
イ
カ
ワ
で
、
漁
場
の
下
流
部
は
ア
ユ
、
上
流
部
は
ア
ユ
・
ア
マ
ゴ
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ユ
の
種
苗
放
流
は
、
令
和
３
年
度
の
実
績
で
１
４
０
０
キ
ロ
、
さ
ら
に
遡
上
ア
ユ
の
汲
み
上
げ
放
流

で
93
キ
ロ
の
お
よ
そ
１
５
０
０
キ
ロ
。
ア
マ
ゴ
は
成
魚
１
３
０
キ
ロ
、
発
眼
卵
１
万
粒
、
ウ
ナ
ギ
は
20

キ
ロ
を
放
流
し
、
釣
れ
る
川
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ユ
釣
り
を
楽
し
む
遊
漁
者
の
高
齢
化
や
若
年
層
の
新
規
参
入
の
減
少
が
続
き
、
組
合
経
営
も
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、組
合
役
員
も
高
齢
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、組
合
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
広
報
が
手
薄
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
電
子
遊
漁
券
の
導
入
に

よ
り
、
男
川
漁
協
の
魅
力
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
若
い
世
代
の
釣
り
客
を
増
や
し
、
無
券
者
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
で
、
売
上
増
加
を
狙
い
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

岡
崎
市
の
東
部
に
位
置
す
る
男
川
漁
協
は
、
新

東
名
高
速
の
岡
崎
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
５
分
、
東

名
高
速
の
岡
崎
・
音
羽
蒲
郡
の
各
イ
ン
タ
ー
か

ら
20
分
と
い
う
と
て
も
ア
ク
セ
ス
が
い
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。
多
く
の
釣
り
場
が
道
路
沿
い
に

点
在
し
て
お
り
、
川
も
適
度
な
変
化
に
富
ん
で

い
て
、
川
幅
や
水
量
か
ら
し
て
も
初
心
者
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
誰
に
で
も
釣
り
や
す
い
河
川

と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
に
は
人
口
が
多
い
岡
崎
市
、
豊
橋
市
、
名

古
屋
市
な
ど
が
あ
る
の
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
広
報
が
手
薄
で
、
十
分
に
Ｐ
Ｒ
で
き
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
釣
り
に
注
目
す
る

人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
若
い
人
た

ち
を
取
り
込
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
遊
漁
券
の
販
売
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
組
合
員
も
高
齢
化
し

て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
で
い

た
と
こ
ろ
に
、「
や
る
ぞ
事
業
」
の
話
を
聞
き
、

だ
っ
た
ら
電
子
遊
漁
券
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

島根県

広島

山口

愛媛 高知福岡
佐賀

大分

令和3年度実施団体

愛知県 乙川・男川

Otogawa River, Aichi

鈴木 敏樹　組合長	 星野 副組合長	

萩原 昇　理事
（会計担当）	

宇津野 敏彦　理事
（河合地区長）	
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アユ釣りの様子

矢作川で遡上アユの採捕

小学生の体験放流

7

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

愛
知
県 

乙
川
・
男
川　
｜　
男
川
漁
業
協
同
組
合

O
togaw

a River, Aichi
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導
入
の
流
れ
は
？

ま
ず
、
令
和
３
年
度
７
月
に
愛
知
県
の
農
林

水
産
事
務
所
や
内
水
面
漁
業
研
究
所
な
ど
、

各
方
面
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
マ
ゴ
・
雑
魚
券

を
中
心
に
、
電
子
遊
漁
券
で
の
売
上
増
加
を

狙
う
こ
と
、
看
板
・
チ
ラ
シ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
て
広
報
を
展
開
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
電
子
遊
漁
券
の
導
入
に
必
要
と
な

る
漁
場
情
報
、Ｐ
Ｒ
画
像
、販
売
店
・
駐
車
場
・

ト
イ
レ
・
入
川
口
な
ど
の
周
辺
情
報
を
ま
と

め
て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
電
子
遊
漁
券
の

販
売
が
始
ま
っ
た
の
は
９
月
か
ら
で
す
。

電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
で
の
情
報
提
供

電
子
遊
漁
券
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
か

ら
、
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
通
知
機
能
を

利
用
し
て
「
お
知
ら
せ
」
や
「
釣
果
情
報
」

を
月
３
回
以
上
投
稿
し
て
、
電
子
遊
漁
券
の

取
り
扱
い
開
始
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
川
口
な
ど
に
も
看
板
を
設
定
し
た

り
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
近
隣
の

店
舗
な
ど
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

地
方
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
に
、
24
時
間

ど
こ
で
も
遊
漁
券
を
購
入
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
都
市
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
良
い
男
川
を
釣
り
対
象
河
川
と

し
て
認
知
し
て
も
ら
い
、
新
規
の
釣
り
客
を

増
や
し
た
い
と
い
う
狙
い
で
す
。

「
や
る
ぞ
事
業
」
の
取
り
組
み
で
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
も
活
性
化
さ
せ
ま
し
た
。

釣
果
や
漁
場
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
見
て
来
た
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
結
構
増
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

電
子
遊
漁
券
導
入
の
成
果
は
？

実
質
的
に
電
子
遊
漁
券
の
販
売
が
始
ま
っ
た

の
は
９
月
で
す
。
ア
ユ
の
解
禁
は
６
月
第
３

週
の
土
曜
日
、
ア
マ
ゴ
は
３
月
か
ら
始
ま
っ

て
９
月
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
り
な
の
で
、
１
年

目
の
枚
数
は
そ
れ
ほ
ど
伸
び
ま
せ
ん
で
し

た
。
ア
ユ
は
販
売
店
に
行
っ
て
お
と
り
ア
ユ

を
買
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
人
で

も
販
売
店
に
行
け
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
導
入
に
あ

た
っ
て
も
、
ア
ユ
の
券
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
る

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

電
子
遊
漁
券
を
買
っ
て
い
た
の
は
、
や
は
り

若
い
人
た
ち
で
す
。
雑
魚
の
方
は
初
心
者
で

も
比
較
的
手
軽
に
で
き
る
の
で
、
こ
ち
ら
に

期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
思
っ
た
と
お
り

の
結
果
が
出
ま
し
た
。
ア
マ
ゴ
と
雑
魚
の
日

券
の
販
売
枚
数
は
、
電
子
遊
漁
券
入
前
と
比

べ
、
ト
ー
タ
ル
で
倍
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
ア
マ
ゴ
の
日
券
は
昨
年
度

の
47
％
増
、
雑
魚
は
昨
年
度
の
75
％
増
と

な
っ
て
お
り
、「
昨
年
比
５
％
増
」
と
い
う

目
標
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ア
ユ
の
日
券
や
年
券
を
含
め
る
と
、
当

初
の
目
標
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
度
の
導
入
が
９
月
だ
っ
た
こ
と
、
ア
ユ

の
生
育
状
況
は
年
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
正
し
い
効
果
判
定

に
は
数
年
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
24
時
間
ど
こ
で
も
」
の
効
果

電
子
遊
漁
券
の
売
上
枚
数
の
約
半
分
が
、
釣

り
の
前
日
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
購
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夜
20
時
～
朝
７
時
の
間
の

購
入
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

現
在
、
８
ヶ
所
の
販
売
店
の
う
ち
朝
早
く
か

ら
営
業
し
て
い
る
の
は
２
店
だ
け
で
、
釣
り

客
か
ら
「
早
朝
だ
と
券
が
買
え
な
い
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
夜
中
に
も
発

券
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
有
効

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

遊
漁
券
を
購
入
し
な
い
人
の
う
ち
、「
販
売

店
が
開
い
て
い
な
か
っ
た
」「
販
売
店
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
理
由
で
、「
や

む
を
得
ず
無
券
」
と
い
う
人
が
半
分
く
ら
い

い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
電
子
遊
漁
券
の
導

入
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
無
券
者
を
減
ら

せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
の
遊
漁
料
の
増

収
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

購
入
者
の
年
齢
別
で
は
、
40
代
ま
で
の
若
年

層
が
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
し
っ
か
り
活
用

し
て
、
若
い
人
た
ち
へ
の
発
信
を
続
け
て
い

く
こ
と
で
、
新
規
釣
り
客
の
獲
得
と
売
上
増

加
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
期
待
感
を
も
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

「
や
る
ぞ
事
業
」
を
実
施
し
て
、
こ
れ
ま
で
男

川
漁
協
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
も
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

「
川
釣
り
と
い
え
ば
ア
ユ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、
漁
協
で
も
ア
ユ
が
主
体
と
考
え
て

い
た
の
で
す
が
、
実
は
渓
流
魚
と
い
わ
れ
る

ア
マ
ゴ
や
イ
ワ
ナ
も
人
気
が
あ
る
。
と
く
に
、

若
い
釣
り
客
を
増
や
し
て
い
く
に
は
、
渓
流

魚
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

ア
マ
ゴ
や
雑
魚
に
も
力
を
入
れ
て
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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8
やるぞ内水面事業
漁場管理
Fishing Ground 
Management

愛知県 段戸川

Dando River, Aichi

名倉川漁業協同組合

釣
り
人
と
の
連
携
が
内
水
面
を
救
う
！

段
戸
川
倶
楽
部
の
釣
り
人
監
視
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
女
性
層
の
取
り
込
み

名
倉
川
漁
協
は
愛
知
県
東
部
を
流
れ
る
矢
作
川
水
系
の
上
流
部
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
主
な
管
轄
河
川

は
、
根
羽
川
、
名
倉
川
、
段
戸
川
等
で
、
ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
が
メ
イ
ン
で
す
。
岐
阜
県
や
長
野
県
の
県
境

に
近
い
山
深
い
エ
リ
ア
で
す
が
、
名
古
屋
市
内
か
ら
約
１
時
間
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
漁
協
の

依
頼
で
立
ち
上
げ
た
釣
り
人
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
、
全
国
の
釣
り
人
や
漁
協
か
ら
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

愛
知
県
で
初
め
て
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
を
設
定
し
た
も
の
の
、
組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
か
ら
、

十
分
な
監
視
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
漁
協
の
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の
は
「
段
戸
川
倶
楽
部
」
と
い
う
釣

り
人
組
織
で
し
た
。「
釣
り
を
楽
し
み
な
が
ら
監
視
に
協
力
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
年
間
の
べ
１
７
０

回
以
上
の
監
視
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
漁
協
と
釣
り
人
の
協
力
の
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
・
女
性

客
を
増
や
す
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

名
倉
川
漁
協
は
、
夏
場
の
ア
ユ
の
ひ
っ
か
け
や
子
供

の
川
遊
び
と
い
っ
た
楽
し
み
が
主
な
地
元
中
心
の

組
合
で
し
た
。
近
年
は
、
組
合
員
が
高
齢
化
し
て
、

人
数
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
監
視
な
ど
の
組
合
の
活

動
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
、
財
政
的
に
も
厳

し
く
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
存
続
も
危

う
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス

区
間
の
設
置
準
備
を
始
め
、
平
成
31
年
に
愛
知
県

で
第
一
号
の
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
の
許
可
を
獲

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
釣
り
人
組
織
「
段
戸
川
倶
楽

部
」
で
す
。「
や
る
ぞ
事
業
」
の
お
か
げ
で
、
新

し
い
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
ま
く
勢

い
が
つ
い
た
感
じ
で
す
。

倶
楽
部
の
基
地
を
設
置

キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
を
作
っ
て
釣
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
釣
り
人
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
だ
と
他
の
漁
協

と
釣
り
人
を
取
り
合
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
違
う
と
こ
ろ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
、
釣
り
人
自
体
を
増
や
し
た
い
と
考

埼玉

和歌山

鳥取

島根県
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛

令和元年度実施団体

松井 弘光　氏
（事務局）	

田中 五月　氏
（組合員）	
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え
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
釣
り
人
人
口
が
10
万
人

く
ら
い
だ
と
し
た
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
む
よ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
人
口
は
、
そ
の

１
０
０
倍
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人

た
ち
は
釣
り
に
も
興
味
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
こ

ち
ら
に
流
し
込
む
た
め
の
工
夫
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
「
ｄ
ａ
ｎ
ｂ
ｏ
」
の
設
置
で
す
。
簡
易
ハ
ウ

ス
で
す
が
、
と
て
も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
女
性
か

ら
も
好
感
触
を
得
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ト
イ

レ
が
な
い
と
い
う
の
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
当
初

狙
っ
て
い
た
よ
う
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
は
う
ま
く

利
用
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
に

は
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
テ
ン
カ
ラ
講
習
会
や

ル
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
発
眼
卵

放
流
や
稚
魚
放
流
の
際
の
拠
点
と
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
納
会
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
に
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、

そ
の
ま
ま
泊
ま
っ
た
り
と
、
基
地
の
よ
う
な
場
所

に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ぐ
っ

と
強
化
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
当
初
の
目
的
と
は

違
い
ま
し
た
が
、「
川
に
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
」

と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
で
、
段
戸
川
倶
楽
部
の

精
神
的
支
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

段
戸
川
倶
楽
部
メ
ン
バ
ー
は
ネ
ッ
ト
公
募

段
戸
川
倶
楽
部
は
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
漁
協
側
が
監
視
活
動
に

協
力
し
て
く
れ
る
釣
り
人
を
正
式
に
募
集
し
て
で

き
た
組
織
で
す
。
組
合
員
が
朝
か
ら
夕
暮
れ
ま
で

監
視
す
る
の
は
大
変
で
す
。
釣
り
人
に
釣
り
を
楽

し
み
な
が
ら
、
つ
い
で
に
監
視
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
い
う
考
え
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
ネ
ッ
ト
で
募
集
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て
３
年
目
に
は
50
人
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る

程
度
に
調
整
し
た
方
が
活
動
し
や
す
い
と
い
う
こ

と
で
、
令
和
５
年
シ
ー
ズ
ン
は
定
員
35
人
に
絞
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
は
〝
テ
ン
カ
ラ
大
王
〟
の
名
で
知
ら

れ
る
石
垣
先
生
を
は
じ
め
、
ル
ア
ー
や
フ
ラ
イ

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
い
ま
す
。
監
視
員
と
し
て

見
回
り
を
し
な
が
ら
、
初
心
者
に
指
導
を
す
る
こ

と
も
あ
り
、
女
性
や
子
供
連
れ
の
方
々
に
も
好
評�

で
す
。

友
達
の
輪
で
情
報
拡
散

漁
協
の
広
報
は
人
数
も
少
な
い
し
、
う
ま
く
Ｐ
Ｒ

を
し
続
け
て
い
く
の
は
、
す
ご
く
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
段
戸
川
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
ホ
ー

ム
リ
バ
ー
に
来
た
よ
」「
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
楽
し

み
ま
し
た
」
と
自
発
的
に
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ

プ
し
て
く
れ
ま
す
。
お
仲
間
の
釣
り
人
や
有
名
な

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
連
れ
て
き
た
人
も
い
て
、
そ

う
す
る
と
情
報
が
一
気
に
拡
散
し
て
い
き
ま
す
。

講習会の集合写真（毎回大人気）

発眼卵から育てた稚魚を倶楽部メンバーで放流
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そ
の
代
わ
り
に
、
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
よ
う

な
努
力
は
常
に
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
組
合
長
た
ち
が
地
元
の
方
々
を
大
事
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
整
や
説
明
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。地
元
の
方
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、

外
部
の
人
は
な
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
段
戸

川
倶
楽
部
の
成
功
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
公
開
で
他
の
地
域
の

内
水
面
も
活
性
化

監
視
の
効
率
化
は
、
ど
こ
の
漁
協
で
も
大
き
な
課

題
で
す
。
名
倉
川
漁
協
で
は
、
段
戸
川
倶
楽
部

の
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
や
運
営
に
必
要
な
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
を
ま
と
め
て
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た

漁
業
に
共
有
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
を
し

て
く
る
組
合
員
さ
ん
も
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
は

寒
狭
川
中
部
漁
協
で
「
塩
瀬
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
寒
狭
巴
川

キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.dandoriver.com

/m
anual

今
後
の
取
り
込
み

今
後
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
女
性
客
を
取
り
込
ん

で
い
き
た
い
で
す
。「
ｄ
ａ
ｎ
ｂ
ｏ
」
自
体
は
す

ご
く
好
評
な
の
で
す
が
、
や
は
り
ト
イ
レ
が
欲
し

い
と
い
う
声
が
多
く
て
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
管
理
や
費
用
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
バ
イ
オ
式
ト
イ
レ
が
精
一
杯
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
釣
り
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
楽
し
み
を

作
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
地
元
の

人
と
協
力
し
て
、
小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
っ
た

り
、
古
民
家
を
改
修
し
た
り
で
き
れ
ば
、
お
父
さ

ん
が
釣
り
を
し
て
い
る
間
に
、
家
族
は
違
う
楽
し

み
方
が
で
き
る
。
釣
り
以
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
引
き
つ
け
て
、
結
果
と
し
て
釣
り
人
が
増
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
も
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
も
地

元
の
協
力
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
良
い
関
係
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
情
報
交
換
の
方
法
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
は

事
務
局
か
ら
メ
ン
バ
ー
に
メ
ー
ル
で
連
絡
が
い
く

形
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
だ
と
一
方
通
行
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く
使
っ
て
、
気

軽
に
雑
談
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

テンカラ講習会の様子

段戸川のアマゴ

8

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

｢

漁
場
管
理｣

釣
人
等
と
の
連
携

愛
知
県 

段
戸
川　
｜　
名
倉
川
漁
業
協
同
組
合

D
ando River, Aichi
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9
やるぞ内水面事業
漁場管理
Fishing Ground 
Management

愛知県 豊川（寒狭川）

Kansa River, Aichi

寒狭川中部漁業協同組合

釣
り
人
組
織
の
立
ち
上
げ
で
漁
協
を
サ
ポ
ー
ト

情
報
発
信
と
24
時
間
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
川
の
状
況
を
公
開

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
度
も
必
見
！

寒
狭
川
中
部
漁
協
は
、
愛
知
県
東
部
の
新
城
市
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
豊
川
の
中
流
域
の
26
㎞
ほ
ど
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。
名
古
屋
か
ら
高
速
で
１
時
間
半
程
度
。
周
辺
は
紅
葉
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
知
ら
れ

る
渓
谷
で
す
。
組
合
の
も
つ
漁
業
権
は
ア
ユ
、
ア
マ
ゴ
、
コ
イ
、
ウ
ナ
ギ
、
オ
イ
カ
ワ
の
５
種
。
実
際

の
収
入
は
ア
ユ
と
ア
マ
ゴ
の
遊
漁
券
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ア
ユ
は
稚
魚
を
購
入
し
て
放
流
、
ア
マ
ゴ
も

解
禁
当
初
は
成
魚
を
放
流
し
な
い
と
釣
れ
な
い
川
に
な
っ
て
お
り
、
放
流
事
業
に
か
か
る
費
用
が
組
合

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

「
や
る
ぞ
事
業
」
で
は
、
ア
マ
ゴ
の
漁
場
の
収
益
改
善
を
目
指
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
２
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
釣
り
人
へ
の
情
報
発
信
や
漁
協
の
密
漁
対
策
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
募
で
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
立
ち
上
げ
た
釣
り
人
組
織「
塩
瀬
ベ
ー
ス
倶
楽
部
」は
、

釣
り
人
と
連
携
し
て
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
の
監
視
、
漁
場
で
の
マ
ナ
ー
教
育
、
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
活
動
を
行
う
漁
場
管
理
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

機
関
誌
「
ぜ
ん
な
い
」
に
、
渓
流
魚
の
放
流
事
業

の
採
算
性
の
評
価
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
記
事

が
あ
り
、
こ
の
漁
協
の
状
況
を
当
て
は
め
て
み
た

と
こ
ろ
、
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
経
営
状
況
が
良
い

と
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
て

い
た
と
き
に
、「
や
る
ぞ
事
業
」
の
お
話
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

応
募
の
た
め
に
、
ま
ず
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
対

策
案
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
り
た
い
、
ア
マ
ゴ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
を
進
め

た
い
、
す
ぐ
に
動
い
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

集
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、「
や
る
ぞ
事
業
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
使
い
方

こ
れ
ま
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
と
き
な
ど
も
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
集
客
の
た
め
に
は
、
ま
ず
情

報
発
信
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
業
者

に
委
託
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

埼玉

和歌山

鳥取

島根県
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛

令和3年度実施団体

河合 良昭　組合長	 八鍬 亨　代表幹事	

竹川 民夫　理事	
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
漁
場
マ
ッ
プ
、
遊
漁
規

則
、
釣
り
教
室
な
ど
の
お
知
ら
せ
と
い
っ
た

基
本
的
な
情
報
だ
け
で
な
く
、
遊
漁
マ
ナ
ー

の
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
マ
ナ
ー

を
教
え
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
の
「
20
秒
ル
ー
ル
」

や
「
ノ
ン・ド
ラ
イ
ル
ー
ル
」「
シ
ン
グ
ル
フ
ッ

ク
・
バ
ー
ブ
レ
ス
を
使
う
」
を
知
ら
な
い
人

も
多
く
い
ま
す
。
釣
り
教
室
を
開
催
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
に
教
育
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
こ
う

い
っ
た
マ
ナ
ー
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
も
リ
ン
ク
さ

せ
て
い
ま
す
。
記
事
に
よ
っ
て
は
３
０
０
０

く
ら
い
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
解
禁
直

前
や
放
流
日
直
前
は
情
報
を
探
し
て
い
る
方

が
多
く
な
る
た
め
、
幅
広
い
年
代
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
り
、
と
く
に
毛
ば
り
釣
り
を
す

る
方
か
ら
の
閲
覧
が
多
い
よ
う
で
す
。
頻
繁

に
ブ
ロ
グ
を
ア
ッ
プ
す
る
と
ア
ク
セ
ス
数
が

伸
び
て
、
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
た
り
、
他
の
ペ
ー

ジ
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

頑
張
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。

釣
り
人
組
織
「
塩
瀬
ベ
ー
ス
倶
楽
部
」

巴
川
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
は
か
な
り

人
気
が
高
く
、
土
日
・
平
日
に
関
係
な
く
釣

り
人
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、釣
っ

た
魚
を
全
部
も
っ
て
帰
っ
て
し
ま
う
人
も
い

る
し
、
無
券
の
釣
り
客
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
た
め
、
早
朝
や
夕
暮
れ
時
を
含

め
た
監
視
体
制
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
新
城
市
役
所
観
光
課
か
ら
県
内
の
名
倉

川
漁
協
が
釣
り
人
と
一
緒
に
漁
場
管
理
に
取

り
組
ん
で
い
る
釣
り
人
組
織
「
段
戸
川
倶
楽

部
」
と
い
う
事
例
が
あ
る
と
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
話
を
お
伺
い
し

て
、
段
戸
川
倶
楽
部
の
運
営
を
し
て
い
る
田

中
五
月
氏
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

７
月
か
ら
に
話
し
合
い
を
重
ね
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
メ
ン
バ
ー
を
公
募
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
29
名
の
倶
楽
部
員
を
決
定
し

て
、
１
月
30
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
倶
楽
部
名
を
「
塩
瀬
ベ
ー
ス

倶
楽
部
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

塩
瀬
ベ
ー
ス
は
、〝
い
つ
も
ア
マ
ゴ
が
見
え
る

川
づ
く
り
〟
を
合
言
葉
に
、
釣
り
を
し
な
が

ら
の
監
視
を
基
本
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

29
人
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
川
に
い

る
と
い
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
地
元
の
高
齢
の
方
か
ら
も
、
い
つ
も
川

に
釣
り
人
が
い
る
と
思
う
と
、
万
が
一
の
時

に
も
助
け
を
呼
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い

う
安
心
感
が
あ
る
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
は
、
事
務
方
を
漁
協
内
に
お
き
、
連
絡

は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
倶
楽
部
員
全
員
に
は
「
準
監
視
員
証
」

を
発
行
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

漁
場
で
の
マ
ナ
ー
教
育
や
入
漁
証
の
確
認
だ

け
で
な
く
、
放
流
作
業
や
大
会
の
受
け
付
け
、

ス
ク
ー
ル
開
催
時
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
塩
瀬
ベ
ー
ス
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ワ
ッ
ペ
ン
と
ス
テ
ッ
カ
ー
も
作
成
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
に
貼
っ
た
り
、

ワ
ッ
ペ
ン
を
釣
り
ベ
ス
ト
に
縫
い
付
け
た
り

し
て
い
ま
す
。
仲
間
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、「
倶
楽
部
メ
ン
バ
ー
が
来
て
、
監
視
し
て

い
る
ぞ
」
と
他
の
釣
り
客
に
知
ら
せ
る
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ラ

イ
、
テ
ン
カ
ラ
、
ル
ア
ー
が
混
在
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
エ
サ

釣
り
、
毛
ば
り
、
ル
ア
ー
に
区
間
を
分
け
ま

し
た
。
お
持
ち
帰
り
可
能
区
間
も
の
ぼ
り
旗

を
立
て
て
「
お
ひ
と
り
10
匹
ま
で
」
と
し
ま

し
た
。
種
苗
の
費
用
や
資
源
保
護
の
観
点
か

ら
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
説
明
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

し
、
反
省
点
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
禁
漁

区
の
拡
大
な
ど
を
含
め
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
見

直
し
を
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「塩瀬ベース倶楽部」第一期集合写真

フライスクールの様子

9

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

｢

漁
場
管
理｣

釣
人
等
と
の
連
携
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

愛
知
県 

豊
川
（
寒
狭
川
）　
｜　
寒
狭
川
中
部
漁
業
協
同
組
合

Kansa River, Aichi
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監
視
・
情
報
カ
メ
ラ
の
設
置

寒
狭
巴
川
に
は
２
ヶ
所
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
て
、
１
時
間
お
き
に
撮
影
し
た
画
像
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
は
、
釣
り
人
へ
の
情
報
発
信
用
と
、
漁
協
向
け

の
監
視
用
の
２
つ
で
作
成
し
、
監
視
用
は
Ａ
Ｉ
で

人
や
車
を
自
動
検
知
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
川
の
映
像
だ
け
で
な
く
、
７
時

間
前
ま
で
の
水
位
や
濁
り
、
直
近
２
日
分
の
タ

イ
ム
ラ
プ
ス
動
画
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
釣

り
人
か
ら
川
の
状
態
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
、
自
分
で
判
断
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
対
応
に

か
か
っ
て
い
た
業
務
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

豊
川
の
天
然
遡
上
の
ア
ユ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
利
き
鮎

会
に
出
し
て
、
こ
ん
な
に
い
い
ア
ユ
が
こ
ん
な
山

の
中
で
釣
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
。
地
元
の
活
性
化
も
含
め
て
、
産
業
と
し
て
育

て
て
い
く
手
立
て
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
マ
ゴ
発
眼
卵
放
流
の
追
跡
調
査
や
生
育

調
査
を
し
て
、
寒
狭
川
を
〝
い
つ
も
ア
マ
ゴ
が

見
え
る
川
づ
く
り
〟
の
モ
デ
ル
河
川
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ゾーニング管理（エリアごとにのぼり旗で周知）

こぼき堰堤

キャッチ&リリース区間の看板

漁場の様子（この日は雨の影響でにごってしまっている）
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10
やるぞ内水面事業
漁場管理
Fishing Ground 
Management

和歌山県
貴志川・七川・玉川・日置川

Kishigawa, Shichikawa, 
Tamagawa, Hikigawa, 
Wakayama

和歌山県内水面
漁業協同組合連合会

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
貴
志
川
の
マ
ド
ン
ナ

キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
１
年
目
で
売
上
2.5
倍

４
漁
協
が
参
加
し
た
和
歌
山
県
の
取
り
組
み

和
歌
山
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
は
13
河
川
の
漁
協
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、
主
な
事
業
の
一
つ

と
し
て
会
員
漁
協
の
河
川
に
放
流
す
る
稚
ア
ユ
の
中
間
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ユ
の
国
」
と
し

て
知
ら
れ
る
和
歌
山
県
は
、
県
全
体
で
ア
ユ
釣
り
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
た
「
や
る
ぞ
事
業
」
で
は
、
ア
マ
ゴ
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
年
目
は
貴
志
川
を
モ
デ
ル
河
川
と
し
て
、
県
内
初
の
ア
マ
ゴ
の
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
を
設
置
。

そ
の
結
果
、
ア
マ
ゴ
遊
漁
券
の
売
上
高
は
前
年
比
2.5
倍
、
の
べ
遊
漁
者
数
は
４
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
２
年
目
か
ら
は
七
川
漁
協
、
３
年
目
に
は
日
置
川
漁
協
と
玉
川
漁
協
が
次
々
と
「
や
る

ぞ
事
業
」
に
参
画
。
釣
り
人
と
連
携
し
た
釣
り
場
づ
く
り
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
漁
場
管
理
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
貴
志
川
漁
協
の
取
り
組
み
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

釣
り
人
・
行
政
・
漁
協

３
者
連
携
の
渓
流
漁
場
づ
く
り

ア
ユ
釣
り
の
年
齢
層
は
60
代
以
上
が
全
体
の
６
割

を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
人
た
ち
が
高

齢
に
な
る
と
釣
り
を
や
め
て
し
ま
う
た
め
、
釣
り

人
口
の
減
少
を
止
め
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
マ
ゴ
釣
り
は
年
齢
層
に

大
き
な
偏
り
が
な
く
、
と
く
に
若
い
人
で
は
ア
ユ

釣
り
よ
り
も
ア
マ
ゴ
釣
り
を
さ
れ
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
和
歌
山
県
に
は
、
ア
マ
ゴ
が
自
然
繁
殖
す

る
川
が
あ
り
ま
す
。と
て
も
よ
い
釣
り
場
で
す
が
、

ア
ピ
ー
ル
不
足
も
あ
っ
て
、
県
外
の
利
用
者
が
と

て
も
少
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
渓
流
漁
場
づ
く
り
は
漁
協
だ
け
で
決
め
る
こ

と
で
な
い
と
考
え
、「
や
る
ぞ
事
業
」
の
最
初
の

取
り
組
み
と
し
て
、
釣
り
人
、
行
政
、
漁
協
関
係

者
で
「
ア
マ
ゴ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
協
議
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
釣
り
人
の
意
見
や
要

望
に
応
え
て
始
め
た
の
が
、
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー

ス
区
の
設
置
や
無
料
の
釣
り
教
室
、
釣
具
レ
ン
タ

ル
な
ど
で
す
。

島根県

広島

山口

愛媛
福岡

佐賀

長崎 熊本

大分

令和元〜3年度実施団体

和歌山県内水面漁連　	
　佐古 充　総務主任

貴志川漁協	
　木元 敦子　事務局	
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キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
貴
志
川
の
マ
ド
ン
ナ

「
や
る
ぞ
事
業
」
の
応
募
に
あ
た
り
、
ま
ず
全
て

の
漁
協
さ
ん
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
ま
っ
た

く
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で

唯
一
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
の
が
貴
志
川
漁
協
で
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
の
が
、
貴
志
川
漁
協

事
務
局
の
木
元
さ
ん
で
す
。
ご
本
人
は
「
予
算

が
も
ら
え
て
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
看
板
を
作
っ
た

り
で
き
る
な
ん
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
。
こ

ん
な
に
い
い
話
な
の
に
ど
う
し
て
他
の
漁
協
は

や
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
に
は
、

だ
れ
か
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
人
と
い
う
の
が
必

要
で
す
。
木
元
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
、
こ
の

話
は
進
ま
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

１
年
で
遊
漁
券
売
上
数
が
2.5
倍
に

貴
志
川
漁
協
で
は
、
令
和
元
年
度
に
県
内
初
と

な
る
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
を
設
置
し
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
漁
業
権
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

に
売
上
や
顧
客
数
が
本
当
に
少
な
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
ア
マ
ゴ
の
お
客
さ
ん
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、「
や
る
ぞ
事
業
」
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
そ
の
予
算
で
３
年

間
、
継
続
し
て
解
禁
前
の
２
〜
３
月
に
ア
マ
ゴ

の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や

釣
り
雑
誌
で
の
広
告
掲
載
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
も
力

を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
は
前
年
に
比
べ

て
遊
漁
券
の
売
上
枚
数
が
約
2.5
倍
、
の
べ
入
川

者
数
は
約
４
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

タイイング教室

フライフィッシング教室

貴志川　キャッチ＆リリース区

日置川　キャッチ＆リリース区

漁連の養魚池
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和歌山県
内水面漁業協同組合連合会
やるぞ事業のあゆみ

2019 ●

2020 ●

2020 ●

2020 ●

2021 ●

アマゴゾーニング管理
協議会の設置。

貴志川においては冬季
釣場つくりの声も高まり
11 月から県知事の特別
採捕許可を受け冬季釣
場試験を行うことになる。 

七川漁協ではアマゴ漁
期（3～9月）通してのC
＆R区設置とルアー・フラ
イ釣り教室開催。

2020 ● 新型コロナウイルス感染
拡大を受けて、アマゴ漁
期最盛期（4～5月）は、
県外からの釣人に来川
自粛を依頼し、釣人への
情報発信も中止。 

玉川漁協と日置川漁協
でもC＆Rの試験区設置
を進めるなど県内におい
てアマゴ釣場のゾーニン
グ管理と釣人誘致を進
める意識が高まる。

モデル河川として貴志
川の約7㎞の区間を試
験的にC＆R区に設定。

成魚アマゴをC＆R区に解
禁前（2～3月）に放流。

無料フライフイッシング
教室、釣具レンタル用の
フライフイッシング入門
セット購入。

釣場案内立て看板作成。

SNSの発信、釣り雑誌広
告掲載。ホームページに
よるアンケートを実施。

C＆R区におけるアマゴ生
息及び繁殖状況を調査。

以
前
、
試
験
的
に
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区

間
を
設
け
た
漁
協
さ
ん
が
あ
っ
て
、「
広
い
と

こ
ろ
で
放
流
し
た
の
で
釣
果
に
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
」「
Ｐ
Ｒ
も
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
」
と

い
っ
た
話
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
１
年
目
に

は
立
て
看
板
を
36
枚
、
の
ぼ
り
10
枚
を
作
成

し
て
案
内
を
し
た
り
、
川
に
は
こ
こ
か
ら
下

り
ら
れ
ま
す
、
車
は
こ
こ
に
停
め
ら
れ
ま
す

と
い
っ
た
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
手
書
き
の
地

図
を
作
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
も
し

ま
し
た
。

う
ち
の
漁
協
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な
い
の
で

す
が
、
漁
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
口
コ
ミ
な

ど
で
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
広
が
っ
て
、
全
国
か
ら
釣
り
人

が
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
マ
ゴ
が
再
生
す
る
川
へ

や
る
ぞ
事
業
で
は
、
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス

区
間
に
ア
マ
ゴ
の
成
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
２
年
目
の
６
月
の
ア
ユ
釣
り
の
時

に
、
３
㎝
く
ら
い
の
小
さ
い
ア
マ
ゴ
が
か
か
っ

た
ん
で
す
。
最
初
の
年
に
放
流
し
た
ア
マ
ゴ

が
生
き
残
っ
て
、
12
月
に
卵
を
産
ん
で
、
そ

れ
が
孵
化
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
令
和
４
年

の
３
月
に
は
40
セ
ン
チ
ク
ラ
ス
の
ア
マ
ゴ
が

釣
れ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
令
和
３
年
の
放

流
の
生
き
残
り
で
す
。
放
流
さ
れ
た
ア
マ
ゴ

が
、
ど
れ
だ
け
再
生
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
興
味
が
出
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
で
は
、「
冬
季
釣
場
試
験
」
も
や

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
川
を
休
め
る
時
期
が
あ

る
の
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、ア
マ
ゴ
の
繁
殖
を
調
査
し
た
り
、

釣
り
教
室
を
や
っ
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
勉

強
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
は
ど
う
し

て
も
数
字
ば
か
り
を
追
い
か
け
が
ち
で
す
が
、

キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
を
や
っ
て
み
た
お

か
げ
で
知
識
も
広
が
っ
て
、
川
や
自
然
に
対
す

る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
良
か
っ
た
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
３
漁
協
が
参
加

令
和
２
年
度
に
は
七
川
漁
協
、
令
和
３
年
度

に
は
日
置
川
漁
協
と
玉
川
漁
協
が
キ
ャ
ッ
チ

＆
リ
リ
ー
ス
区
を
設
置
し
、
最
終
的
に
４
漁

協
で
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
に
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
へ
の
放

流
魚
は
10
セ
ン
チ
く
ら
い
の
魚
を
購
入
し
て
、

漁
連
で
成
魚
に
し
て
か
ら
放
流
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
七
川
に
つ
い
て
は
自
然
産
卵
も
あ
る
自

然
が
豊
か
な
川
な
の
で
、
成
魚
放
流
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

大
き
な
魚
を
釣
り
た
い
と
い
う
人
も
い
る
し
、

き
れ
い
な
魚
が
い
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
透

き
通
る
よ
う
な
き
れ
い
な
水
に
大
き
な
成
魚
は

不
自
然
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
河
川

で
は
大
き
い
魚
が
釣
れ
る
、
あ
ち
ら
で
は
天
然

に
近
い
魚
が
釣
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
川
の
特
性
を
生
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
情
報
発
信
法

初
心
者
の
方
々
に
気
軽
に
ル
ア
ー
や
フ
ラ
イ

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
無
料
の
釣

り
教
室
や
釣
具
の
レ
ン
タ
ル
も
行
っ
て
い
ま

す
。
釣
具
の
レ
ン
タ
ル
は
、
釣
場
近
く
の
売
店

で
の
１
日
レ
ン
タ
ル
以
外
に
、
釣
り
教
室
に

参
加
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
１
シ
ー
ズ
ン

３
ヶ
月
間
の
長
期
レ
ン
タ
ル
も
行
い
ま
し
た
。

利
用
客
の
９
割
以
上
か
ら
「
今
後
も
釣
り
を
続

け
た
い
」
と
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
は
、
漁
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
釣
り
情
報
雑
誌
へ
の
広
告
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ

う
に
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
と
く
に
効

果
的
だ
っ
た
の
が
、
地
方
新
聞
へ
の
掲
載
で

す
。
と
く
に
釣
り
教
室
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
も
、
地
方
新
聞
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
申
し
込
み
が
多
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
情
報
発
信
の
方
法
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

10

や
る
ぞ
内
水
面
事
業

「
漁
場
管
理｣

釣
人
等
と
の
連
携
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

和
歌
山
県 

貴
志
川
・
七
川
・
玉
川
・
日
置
川　
｜　
和
歌
山
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

Kishigaw
a, Shichikaw

a, Tam
agaw

a, Hikigaw
a, W

akayam
a
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これからの内水面のために！　
やってみたこと・やってみたいこと

1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
20
秒
ル
ー
ル
」や

「
ノ
ン・ド
ラ
イ
ル
ー
ル
」な
ど
の

基
本
的
マ
ナ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

釣
り
教
室
を
開
催
し
た
と
き
に
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
々
に
も
マ
ナ
ー
教
育
を
お
願
い
し
て
い
る
。

2

「
お
持
ち
帰
り
、お
ひ
と
り
10
匹
ま
で
」と

の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
。

反
対
意
見
も
出
た
が
、ア
マ
ゴ
の
仕
入
れ
は

１
匹
１
５
０
円
な
の
で
、

理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

3

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
川
の
状
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

と
案
内
し
て
い
る
。

4
「
川
釣
り
と
い
え
ば
ア
ユ
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

実
は
ア
マ
ゴ
や
イ
ワ
ナ
も
人
気
が
あ
る
。

5

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
の
ペ
ー
ジ
を
活
性
化
さ
せ
、

釣
果
や
漁
場
の
案
内
を
始
め
た
。

そ
れ
を
見
て
来
た
と
い
う

パ
タ
ー
ン
も
結
構
増
え
て
い
る
。

6

入
川
口
に
看
板
を
立
て
た
り
、

近
隣
の
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
、

24
時
間
ど
こ
で
も
電
子
遊
漁
券
を
購
入
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

7

ル
ア
ー
釣
り
を
す
る
若
い
世
代
を

積
極
的
に
呼
び
こ
ん
で
、

川
釣
り
を
楽
し
む
人
口
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

8

年
配
の
方
々
に
は
、昔
な
が
ら
の

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
い
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
目
配
り
を

忘
れ
ず
に
や
って
い
き
た
い
。

9

釣
り
人
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
の
情
報
交
換
は
、

気
軽
に
雑
談
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
。

う
ま
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
って
、

ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
た
い
。

10

釣
り
以
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を

引
き
つ
け
て
、結
果
と
し
て
釣
り
人
が
増
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
。地
元
の
協
力
が
必
要
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
良
い
関
係
を
作
って
い
き
た
い
。

実施団体から、現地訪問時やフォローアップ調査時にお伺いした、やってみたこと・
やってみたいことをまとめました。全国の特色のある活動は、今後の取り組みの参考
になります。
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11

釣
り
人
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
、

自
発
的
に
釣
果
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
。

有
名
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
連
れ
て
き
た
人
も
い
て
、

情
報
が一気
に
拡
散
さ
れ
た
。

12

釣
り
人
組
織
の
成
功
は
、組
合
長
た
ち
が

地
元
の
方
々
と
の
調
整
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
。

外
部
の
人
だ
け
で
は
な
に
も
で
き
な
い
。

13

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
いっ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
って
の

情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

14

電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
を
２
社
導
入
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
地
域
が
あ
って
、

２
社
で
購
入
者
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
ま
す
。

15

魚
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
や

漁
場
整
備
を
行
い
、

生
態
系
に
配
慮
し
た

繁
殖・保
護
を
行
い
な
が
ら
、

時
代
に
あ
っ
た
川
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

16

電
子
遊
漁
券
を
購
入
し
て
い
て
も

ス
マ
ホ
の
位
置
情
報
を

「
オ
ン
」に
し
て
い
な
い
人
は

運
転
免
許
証
の
不
携
帯
と
同
じ
と

い
う
こ
と
で
、繰
り
返
す
人
に
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

17

釣
り
客
の
年
齢
や
居
住
地
域
、

ど
ん
な
釣
り
方
で
、何
を
期
待
し
て
来
て
い
る
か

と
いっ
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、

経
営
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
。

18

観
光
情
報
や
飲
食
店
、

温
泉
施
設
な
ど
の
情
報
発
信
と
結
び
つ
け
て
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

19

最
近
は〝
釣
り
ガ
ー
ル
〟み
た
い
な

若
い
女
性
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

釣
り
場
に
い
る
ベ
テ
ラ
ン
が
教
え
た
り
な
ど
、

交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
って
い
る
。

20

や
っ
ぱ
り
マ
ス
コ
ミ
への
売
り
込
み
は
大
事
。

媒
体
を
使
って
、情
報
を
積
極
的
に
流
す
と
、

新
し
い
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
。

21

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、自
然
の
中
で
の

生
活
に
価
値
を
見
出
す
人
も
増
え
た
。

こ
の
機
会
に
、こ
の
地
域
全
体
に

関
わ
る
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

22

遊
漁
者
の
行
動
デ
ー
タ
を
、

よ
り
効
率
的
な
放
流
や
資
源
管
理
に
活
用
し
、

釣
り
人
への
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
役
立
て
て
い
る
。

23

全
国
初
の
保
険
付
き
遊
漁
券
の

販
売
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
後
は
補
償
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て

行
き
た
い
。



37

24

こ
れ
か
ら
の
内
水
面
は
、も
っ
と「
川
を
守
る
」

と
い
う
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
。

い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

た
く
さ
ん
の
人
に
川
に
親
し
ん
で
も
ら
う

工
夫
を
し
て
い
る
。

25

釣
り
人
、行
政
、漁
協
関
係
者

で「
ア
マ
ゴ
ゾ
ー
ニ
ン
グ

管
理
協
議
会
」を
設
置
し
た
。

26

釣
り
人
の
意
見
や
要
望
に
応
え
て
、モ
デ
ル
河
川
で

キ
ャッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
の
設
置
、

無
料
の
釣
り
教
室
、釣
具
レ
ン
タ
ル
を
行
な
っ
た
。

27

立
て
看
板
36
枚
、の
ぼ
り
10
枚
、

入
川
口
や
駐
車
場
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

手
書
き
の
地
図
を
作
成
す
る
な
ど

案
内
の
工
夫
を
し
た
。

28

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や

釣
り
雑
誌
で
の
広
告
掲
載

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
た
。

29

そ
れ
ぞ
れ
の
川
の
特
性
を

生
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

30

釣
り
教
室
に
参
加
い
た
だ
い
た

方
を
対
象
に
、釣
具
の
１
シ
ー
ズ
ン

３
ヶ
月
間
の
長
期
レ
ン
タ
ル
を
行
っ
た
。

31

Ｐ
Ｒ
で
効
果
的
だ
っ
た
の
が
、地
方
新
聞
への
掲
載
。

と
く
に
釣
り
教
室
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
も
、

地
方
新
聞
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

申
し
込
み
が
多
か
っ
た
。

32

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
回
数
を
増
や
す
。

情
報
を
常
に
発
信
。

33

釣
場
の
環
境
に
目
を
向
け
た
駐
車
場

漁
場
の
入
口
、河
川
の
草
刈
り
作
業
等

開
放
的
釣
場
に
意
識
を
む
け
る
。

34

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
って
遊
漁
者
か
ら
の
意
見
を

聞
く
場
を
設
け
た
。釣
り
場
の
周
知
に
も
な
っ
た
。

35

渓
流
魚
の
成
魚
放
流
で
、従
来
の
重
点
放
流
に
加
え
、

間
引
き
し
て
放
流
す
る
分
散
放
流
を
行
っ
た
。

釣
り
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
漁
場
の
使
い
分
け
が
で
き
た
。

36

電
子
遊
漁
券
の
約
６
割
が
早
朝
購
入
で
、

販
売
所
の
負
担
軽
減
に
な
っ
た
。釣
り
人
も

釣
り
場
に
直
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

37

一部
を「
管
理
釣
り
場
」的
に
利
用
し
て
、年
間
を

通
し
て
釣
り
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
長
期
的
な
夢
。

38

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
、販
売
店
の
場
所
を
説
明
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、対
応
業
務
の
手
間
が
減
っ
た
。

39

簡
易
ト
イ
レ
を
２
基
設
置
し
て
、

毎
月
清
掃
活
動
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、

女
性
客
が
増
加
し
た
。

40

釣
り
大
会
の
申
し
込
み
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
。

現
場
で
の
金
銭
の
授
受
も
な
く
、効
率
的
な
運
営
が

で
き
た
。

41

こ
れ
ま
で
現
金
の
み
だ
っ
た
正
組
合
員
の
賦
課
金
の

徴
収
に
、モ
バ
イ
ル
で
の
納
付
を
取
り
入
れ
た
。

42

ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
区
域
の
看
板
の
設
置
で
、遊
漁
者
に

ヤ
マ
メ
保
全
活
動
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

43

ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に
よ
って
、

組
合
員
の
ヤ
マ
メ
保
全
に
対
す
る

意
識
改
革
に
つ
な
が
っ
た
。

44

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
と
連
携
し
、電
子
遊
漁
券
ア
プ
リ
で

釣
っ
た
魚
の
大
き
さ
を
競
う〝
釣
り
ダ
ー
ビ
ー
〟を

開
催
し
た
。

45

電
子
遊
漁
券
の
購
入
者
が
地
域
の
コ
ン
ビ
ニ
、

飲
食
店
、日
帰
り
温
泉
な
ど
を
利
用
し
た
こ
と
で
、

客
が
増
え
た
と
の
声
が
あ
る
。

46

電
子
遊
漁
券
提
示
者
に
日
帰
り
温
泉
入
浴
の

利
用
料
金
の
割
引
や
利
用
時
間
の
延
長
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
た
。

47

宿
泊
業
や
飲
食
業
な
ど
と
協
力
し
て
、漁
場
や

地
域
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

48

子
ど
も
向
け
の
釣
り
ス
ク
ー
ル
や

釣
り
大
会
を
行
い
、河
川
を
身
近
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
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「
活
性
化
」
と
は
、

１
．特
定
の
機
能
が
活
発
に
な
る
こ
と
、
２
．組
織
な
ど
の
活

動
が
活
発
に
な
る
こ
と
と
国
語
辞
典
で
は
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
集
を
見
る
と
、
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
内
水
面
漁
協
の
活
動
が
活
発
化
し
て
漁
場

管
理
な
ど
の
機
能
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

ず
、
や
る
ぞ
事
業
に
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
、
漁
協
の
メ
ン
バ
ー

個
々
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換

す
る
こ
と
で
人
間
関
係
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
と
人

の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
内
水
面
漁
協
の
活
動
の
原
動
力
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
電
子
遊
漁
券
の
導
入
、
釣
り
人
と
の
連
携
、
ゾ
ー

ニ
ン
グ
管
理
等
を
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
そ
し
て
そ
の
効
果
・

課
題
に
つ
い
て
共
通
認
識
が
生
ま
れ
る
と
一
体
感
が
高
ま
り
、

さ
ら
に
活
動
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
デ
ー
タ
の
蓄

積
や
釣
り
人
と
の
関
係
構
築
を
活
か
し
て
効
果
的
効
率
的
な
漁

場
管
理
が
実
現
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
さ
ら

に
活
用
す
れ
ば
情
報
発
信
や
観
光
と
の
連
携
を
通
し
て
地
域
社

会
・
経
済
の
活
性
化
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
水
面
漁
協
に
は
地
域
を
活
性
化
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
内
水
面
漁
協
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

や
る
ぞ
内
水
面

事業関係者からのことば
令和４年度やるぞ内水面事業の内水面漁場管理検討
協議会の検討委員からの講評のことばです。

工藤 貴史 氏
国立大学法人東京海洋大学 
学術研究院 海洋政策�
文化学部門 教授



39

渓
流
釣
り
、
ア
ユ
釣
り
に
関
し
て

遊
漁
者
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、
私
が
何
よ
り
１
番
に
言
い

た
い
こ
と
は
、
釣
り
人
目
線
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
う

事
で
す
。
ま
ず
漁
業
権
漁
場
の
整
備
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
い

と
思
い
ま
す
が
、漁
場
入
口
の
看
板
や
入
川
道
の
整
備
、草
刈
り
、

そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
の
は
駐
車
場
で
す
。
特
に
、
現
在
ア
ユ

釣
り
は
高
齢
者
が
多
く
な
り
、
で
き
る
限
り
漁
場
に
近
い
駐
車

場
が
必
要
で
す
。
駐
車
場
が
少
な
け
れ
ば
行
き
た
く
て
も
行
け

ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
で
は
女
性
の
釣
り
人
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
漁
場
に
近
い
所
に
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
も
必
要
で
す
。

そ
し
て
今
述
べ
た
釣
り
人
を
受
け
入
れ
る
態
勢
が
で
き
れ
ば
、

次
は
解
禁
日
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
。
私
は
放
流
量
と
釣

り
人
の
数
は
比
例
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ユ
釣
り
は
渓
流

魚
と
違
い
、
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
が
難
し
い
と
思
う
の
で
、

で
き
る
限
り
放
流
量
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
渓
流
魚
の

場
合
は
リ
リ
ー
ス
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
尾
数
制
限
を
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
関
し
て
は
各
組
合
の
事
情

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
釣
り
人
と
の
対
面
で
の
話
し
合
い
は

大
事
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
組
合
の
監
視
体
制
（
声
か
け
）
が

お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
最
後
に
、
や

る
ぞ
内
水
面
に
参
加
さ
れ
て
い
る
組
合
に
お
願
い
し
た
い
事
は
、

現
在
行
っ
て
い
る
事
業
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
釣

り
教
室
は
釣
り
人
増
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
釣
り
は
楽
し
い
な
、

始
め
た
い
な
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
教
室
を
お
願
い
し
ま
す
。

体
力
的
な
衰
え
か
ら

齢
80
歳
を
超
え
る
と
釣
り
を
止
め
ら
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
団
塊
の
世
代
が
80
代
と
な
る
今
後
10
年
で
、
高
齢
化
に
よ
る

遊
漁
者
や
組
合
員
の
減
少
は
一
段
と
加
速
し
、
遊
漁
料
や
賦
課
金

な
ど
収
入
の
急
速
な
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
漁
業
協
同
組
合
が
経

営
難
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
河
川
や
湖
沼
の
環
境

を
守
っ
て
き
た
の
は
漁
協
で
あ
り
、
そ
の
解
散
は
河
川
や
湖
沼
の

荒
廃
に
直
結
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

の
で
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
新
た
な
遊
漁
者
の
確
保
や
漁
協

業
務
の
効
率
化
な
ど
漁
協
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
で
は
、
現
在
ま
で
に
漁

協
経
営
の
立
て
直
し
に
資
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
た
電
子
遊
漁
券

も
そ
の
１
つ
で
、
遊
漁
料
収
入
増
加
な
ど
の
効
果
が
表
れ
始
め
て

い
る
こ
と
は
本
事
業
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
電
子
遊
漁
券
の
導
入
だ
け
で
は
問
題
解
決
に
至
り
ま
せ
ん
。

各
組
合
の
漁
場
環
境
や
経
営
環
境
に
応
じ
て
、
組
合
ご
と
に
経
営

改
善
の
最
適
解
を
見
つ
け
て
頂
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
経
営

改
善
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
漁
協
は
是
非
過
去
分
も
含
め
て
や
る
ぞ

事
業
の
報
告
書
を
再
読
い
た
だ
き
、
自
身
の
漁
場
に
合
っ
た
経
営

改
善
策
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

釣
り
場
の
未
来
を
描
く
た
め
に

「
や
る
ぞ
内
水
面
活
性
事
業
」
は
４
年
目
を
迎
え
、
漁
協
や

水
産
行
政
に
関
わ
る
人
た
ち
以
外
に
対
す
る
認
知
度
も
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
、
こ
れ
か
ら
の
釣
り
場
と
釣

り
場
の
関
係
性
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
手
法
で
す
。
電

子
遊
漁
券
は
釣
り
人
の
利
便
性
を
高
め
る
役
割
だ
け
で
な
く
、

効
率
的
な
釣
り
場
管
理
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
躍
し
て
く
れ
ま

す
。
多
様
な
デ
ー
タ
収
集
が
可
能
に
な
り
有
益
な
情
報
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
釣
り
場
作
り
は
、

在
来
魚
の
資
源
管
理
だ
け
で
な
く
、
釣
り
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
集
客
に
も
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を
怠
る
と
次
世
代
を
担

う
若
者
た
ち
に
見
向
き
も
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
社
会
風
潮
に
は
誰
も
が
気
づ
い
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
各

地
の
川
を
歩
い
た
り
、
地
元
の
実
態
を
見
て
い
る
と
、
各
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
考
停
止
に
陥
っ
て
い
る
状
態
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
多
く
の
問
題
点
を
先
送
り
に
し
て
き
た
代
償
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
概
念
や
行
動
様
式
で
10
年
、
20
年
先
の
未
来
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
川
を
よ
り
良
い
状
態
で

未
来
へ
受
け
渡
す
に
は
、
漁
協
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
内
水

面
漁
業
関
係
者
の
頑
張
り
が
必
要
な
の
だ
と
、
切
に
感
じ
る
次

第
で
す
。

桑田 知宣 氏
岐阜県 農政部里川振興課 
水産振興室 室長

佐野 昇 氏
全国内水面漁業協同組
合連合会 理事、滋賀県
河川漁業協同組合連合
会 代表理事会長

佐藤 成史 氏
フィッシングジャーナリスト、
群馬県内水面漁場管理
委員会 委員
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ま
ず
も
っ
て
、
こ
の
事
業
に
応
募
し

採
択
さ
れ
て
取
り
組
み
を
さ
れ
た
前
向
き
な
漁
協
の
み
な
さ

ま
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
と
て
も
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
ら

れ
、
感
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
漁
協
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
や
ゾ
ー
ニ
ン

グ
管
理
、
釣
り
人
等
と
連
携
し
た
漁
場
管
理
の
ほ
か
に
も
、
漁

協
さ
ん
が
行
え
ば
内
水
面
の
漁
業
や
遊
漁
、
漁
協
が
活
性
化
し

た
り
、
漁
協
の
収
入
が
増
え
る
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
「
水
産
庁　
内
水
面

に
関
す
る
情
報
」
と
検
索
す
る
と
「
内
水
面
に
関
す
る
情
報
－

水
産
庁
」
と
い
う
文
字
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
出
て
き
た
ペ
ー
ジ
の
少
し
下
に
「
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
新
し
い
増
殖
方
法
や
漁
場
管
理

の
方
法
が
解
説
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の

形
式
で
た
く
さ
ん
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
東
京
水
産

振
興
会　
内
水
面
に
お
け
る
遊
漁
の
振
興
に
つ
い
て
」
と
検
索

す
る
と
、「
内
水
面
に
お
け
る
遊
漁
の
振
興
に
つ
い
て
」
と
い
う

文
字
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
遊
漁
者
を

増
や
す
方
法
が
解
説
さ
れ
た
提
案
書
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
形

式
で
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す

漁
協
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ら
も
漁
協
の

活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
た
び

本
事
業
の
活
用
事
例
集
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
の
目
的
で
あ
る
内
水
面
漁
業
の
活

性
化
に
向
け
て
確
実
に
前
進
し
て
い
る
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

事
例
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、
漁
協
組
合
員
の
高
齢
化
や
減
少

に
伴
う
地
域
の
過
疎
化
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
遊
漁
券
販
売
シ

ス
テ
ム
の
改
善
は
、
遊
漁
者
を
誘
致
し
た
い
漁
協
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
で
す
。
課
題
解
決
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
多
く
の
漁
協

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
遊
漁
券
を
発
券
で
き

る
と
い
っ
た
遊
漁
者
目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
電
子
遊
漁
券
を
販
売
す
る
こ
と
か

ら
派
生
す
る
遊
漁
者
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
漁

場
管
理
の
効
率
化
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
漁
場
管

理
で
は
遊
漁
者
と
連
携
し
て
漁
場
監
視
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
を
取

り
入
れ
た
漁
場
づ
く
り
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
遊
漁
者

と
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
合
意
形
成
に
至
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折

を
経
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

10
事
例
を
読
み
終
え
て
ピ
ン
と
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
よ
る
遊
漁
者
と
漁
協
と
の
繋
が
り
を
き
っ
か
け
に
、
漁
場
管

理
の
場
面
に
お
い
て
遊
漁
者
と
の
連
携
に
発
展
す
る
可
能
性
は
大
い

に
あ
る
の
で
は
と
。
そ
れ
に
は
、双
方
で
話
し
合
っ
て
知
恵
を
絞
り
、

現
場
に
あ
っ
た
創
意
工
夫
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
。
内
水

面
漁
業
が
活
性
化
す
る
に
は
、
漁
協
と
遊
漁
者
の
連
携
が
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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電子遊漁券を
導入した次の年には

8.3
倍増加

139,684枚
令和2年度遊漁券販売総数（事業実施前）

3,755人
令和4年度男性電子遊漁券購入者令和4年度遊漁券販売総数（事業実施後）

令和3年度電子遊漁券販売総数

令和4年度電子遊漁券販売総数

146,554枚

821枚

6,848枚

TICKET

173人
令和4年度女性電子遊漁券購入者

令和4年度電子遊漁券購入者年齢別（人）

令和4年度電子遊漁券購入時間（人）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 無登録

▼

▼

データで見る事業の効果
～令和３年にやるぞ内水面事業を実施した団体の成果をデータ化しました～

令和３年度に電子遊漁券を導入した団体のうち、14団体の令和4年度の購入者
属性をグラフで表しています。

令和5年1月現在
午前1～午前12時 午後13～午後24 時

143人
152人

109人

97人

137人
112人130人

176人
170人

183人

105人
66人59人

111人

201人

313人

374人
302人267人

228人
186人

204人

164人
198人

未入力270人

21

392

1,062

895

1,113

344

38

339

電子券
割合平均

 8.9 ％

電子券
割合平均

 17.1 ％

12

6

39

24

18

1521

令和3年度に電子遊漁券を導入した団体のう
ち、36団体の電子券の増加を表しています。

令和3年度に事業を実施（ICT導入・
漁場管理）した団体のうち、39団体の
遊漁券販売枚数の合計を比較してい
ます。

遊漁券の販売数は、その年の天候や災害、遡上
等の影響を大きく受けますが、事業実施前と
比べると、数を増やしました。また、各券種の販
売枚数に対する電子券の割合について、単純
平均では8.9％から17.1％になり、利便性の向
上につながっていると考えられます。
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